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そ
の
後
の
経
過
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
藩
政
時
代
は

祭
礼
と
芸
能
屋
台

る
。

曳
山
祭
と
若
者
た
ち

神
輿
を
担
ぎ
、
獅
子
を
舞
い
、
山
車
を
曳
い
て
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ
る
の
も
、
各
地
に
見
ら
れ
る
祭
礼
の
―
つ
の

型
で
あ
る
。
原
始
的
に
は
、
人
間
の
体
カ
・
精
神
力
を
む
き
出
し
に
し
て
の
競
技
に
よ

っ
て
神
意
を
う
か
が
う
と
い
う
意
義
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
福
光
や
井
波
の
勇
壮
な
神
輿
祭
、
福
野
の
夜
高
祭
や
伏
木
の
喧
嘩
山
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
城
端
で
も
、
昔

は
神
輿
担
ぎ
や
曳
山
の
ひ
き
手
は
若
者
た
ち
で
あ

っ
た
ろ
う
。

町
の
若
者
の
役
割
は
、
庵
屋
台
の
芸
能
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

庵
屋
台
の
祭
囃
子
は
、
笛

・
太
鼓

・
三
味
線
の
演
奏
で
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
唄
う
若
者
た
ち
。
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
散

の
形
式
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
る
。

る
月
光
の
よ
う
な
頬
廃
は
な
い
。

そ
こ
に
は
ギ
ラ
ギ
ラ
輝
く
太
陽
の
よ
う
な
情
熱
は
な
い
。
し
か
し
陰
影
を
投
げ

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
内
面
に
秘
め
た
爽
や
か
な
情
熱
と
積
み
か
さ
ね
た
伝
統
文
化
の
重
み
で
あ

城
端
に
お
け
る
祭
礼
芸
能
は
、
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）

祭

と

若

者

ヽ

と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
城
端
祭
で
は
、
曳
山
と
庵
屋
台
を
持
つ

六
ヵ

の
装
束
踊
り
に
始
ま
る
。
そ
の
時
に
三
味
線
は
二
挺
用
い
て
い
る
が
、

一
般
庶
民
の
芸
能
に
は
厳
し
い
制
限
が
あ
っ
た
か
ら
、
特
に
三
味
線
の
使
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は

用
は
取
締
ま
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
化

・
文
政
ご
ろ
に
な
る
と
取
締
り
も
緩
和
さ
れ
て
、
曳
山
祭
の
庵
屋
台
に
端

う

た

い

“

り
う
た

唄
調
の
庵
唄
が
取
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

曳
山
を
持
つ
各
町
が
、
曳
山
の
前
に
庵
屋
台
を
配
置
し
て
若
者
た
ち
に
芸
を
競
わ
せ
、
さ
ら
に
、
現
在
で
は
廃
絶
し
た
が
、
庵

屋
台
の
前
に
子
供
た
ち
の
扮
装
す
る
「
前
囃
子
」
を
歩
か
せ
て
行
列
を
い

っ
そ
う
華
や
か
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
曳
山
祭
は

見
せ
る
祭
と
同
時
に
、
聞
か
せ
る
祭
、
芸
能
を
競
い
合
う
祭
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

砺
波
地
方
の
各
町
を
見
て
も
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
祭
礼
に
お
け
る
芸
能
の
競
演
が
流
行
し
、
福
光

•

福
野

•

井
波
・
石

福
光
で
は
、
文
久
二
年
(
-
八
六
二

）
か
ら
鳥
居
組
（
本
町
）

・
神
楽
組
（
西
町
）
・
御

幣
組
（東
町
）
．
錨
組
（
川
原
町

・
味
噌
屋
町
）
・
剣
組

（荒
町
・
五
宝
町
）
の
五
つ
の
屋

台
が
始
め
ら
れ
た
。
福
野
で
は
、

弘
化
年
間
(
-
八
四
四
i
)
に
始
ま
る
横
町

・
上
町

•

新
町

・

浦
町
の
曳
山
に
付
属
し
て
宮
殿
を
模
し
た
屋
台
が
出
来
た

。

そ
の
後
、

明
治

台屋庵

井
波
で
は
、
明
治
以
降
御
殿
造
り
の
屋
台
が
始
ま
り
、
明
治
四
五
年
に
は
今
町
、
中
新

の町上
町
、
三
日
町
、
北
川
・
北
新
町
、
八
日
町
、
畑
方
町
の
六
台
を
曳
き
ま
わ
し
て
い
る
。

西

小
矢
部
市
石
動
の
曳
山
祭
も
細
工
町

・
福
町

一
丁
目

・
川
岸
町
に
庵
屋
台
が
あ
る
。

二
九
年
か
ら
御
蔵
町
も
加
わ
っ
て
五
台
に
な
っ
た
が
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
廃
絶
し
た
。

ま
た
、
砺
波
市
出
町
で
は
、

動
な
ど
に
も
庵
風
の
芸
能
屋
台
が
造
ら
れ
た
。

川
原
町
が
大
正
六
年
に
城
端
の
西
上
町
か
ら
古
い
庵
屋

台
を
譲
り
受
け
た
り
、
小
矢
部
市
津
沢
で
も
出
丸
町
か
ら
古
い
庵
屋
台
を
購
入
し
た
が
、
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（
昭
和
五

0
年）

東 大 出 束 西 西 町

上 工 丸 下 上 下

町 町 町 町 町 町
名

松 冠 布 r玉』-” 声しンヽ 諫
若

袋 鼓 連

声 友 同 槌 友 共
中
の

志 和 会

名
会 会 会 会 会 会

寿 千 布 r玉ユ 声c‘‘ 諫
連 美 鼓 古

老 枚 袋 須 連
た 連 し‘

組 組 組 か か
ら ゑ ん 呼
連 ぴ ｀ ．． 

す 連 称
連

四 四 四 四 四 年

゜゚
五
歳
ま 齢
で

人
四

九 四 七 八 数

屋
台
の
中
に
入
る
囃
子
方
は
昔
は
八
人
で

若

連

中

の

構

成

庵
屋
台
を
運
営
す
る
若
者
た
ち
の
組
織
が
＂
若
連
中
”
で
あ
る
。
庵
屋
台
の
あ
る
各
町
の
若
連
中
は
、
昔
は
一
五
、
六
歳
か
ら

若
連
中
で
は
、

い
ま
は
二

0
歳
か
ら
四

0
歳
位
ま
で
年
齢
を
延
長
し
た
町
内
が
多
い
。

そ
れ
ぞ
れ
昔
か
ら
の
会
名
を
継
承
し
、

出
丸
町
に
は
明
治
四
年
か
ら
の
若
連
中
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

連
中
へ
の
花
は
、

そ
の
中
に
は
祭
礼
経
代
の
収
支
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
が

、
若

明
治
四
年
は
御
坊
（
善
徳
寺
）
か
ら
生
菓
子
一

0
0
、
そ
の
他
に
酒
二
升
が
二
件
あ
り
、

二
五
歳
ま
で
の
青
年
で
組
織
し
て
い
た
が

い
ず
れ
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
。

日
頃
か
ら
庵
唄
、
祭
囃
子
の
稽
古
に
心
掛
け
て
い
る
。

ま
た
各
町
の

こ
れ
を
「
芸
人
」
と
い
い
、
そ
れ
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
若
者
の
誇
り
で
あ
っ
た
。

わ
ず
か
に
三
件
で
あ

-273-



曳山祭と若者たち

一
、
酒
爪
升

-
、
酒
凱
升

一
、
酒
凱
升

一
、
酒
爪
升

一
、
洒
爪
升

一
、
酒
三
升

一
、
酒
笠
升

山

村

み

よ

一
、
洒
＂
豆
升

店

井

彦

市

福

原

市

兵

衛

一
、
生
菓
子
五
拾

大

田

原

理

市

郎

都

山

内

種

吉

畑

理

平

本

井

喜

市

郎

野

村

内

山

本

半

兵

衛

l

、
洒
立
升

松

本

オ

喜

鴫

田

佐

八

郎

一
、
替
油
立
升

-
、
金
拾
銭

藤

井

安

太

郎

松

田

徳

次

郎

山

下

人

伊

藤

市

曹

斉

藤

龍

蔵

河

合

弥

一

郎

荒

木

文

平

岸

嘉

市

郎

一
、
酒
爪
升

-
、
酒
立
升

篠

田

市

右

衛

門

一
、
酒
立
升

岩

介

文

右

衛

門

一
、
金
拾
銭

一
、
金
拾
銭

束

上

町

若

連

中

一
、
酒
立
升

-
、
金
拾
銭

-
、
生
菜
子
百

-
、
金
参
拾
銭

日

f
里

一
、
洒
立
升

篠

井

萬

三

郎

-
、
金
立
円

諏

束

栄

松

本

一
、
酒
爪
升

吉

崎

棋

平

岸

又

平

-
、
金
爪
拾
銭

泉

川

典

作

一
、
酒
爪
升

浅

野

茂

平

石

崎

甚

太

岸

典

右

衛

門

宮

永

八

吉

郎

橋

場

セ

イ

西

川

伊

三

郎

る
。
明
治
五
年
は
酒
二
升
が
六
件
、

一
、
金
五
拾
銭

-
、
金
煎
拾
銭

明
治
八
年
は
酒
二
升
二
件

•

生
菜
子
五
0
が
一
件

・

金
二
0
銭
が
一
件
の
計
四
件
に
す
ぎ
な

理
屋
の
芸
妓
か
ら
の
も
の
も
あ
り
、
庵
唄
所
望
の
新
し
い
動
き
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
、
酒
笠
升

-
、
酒
立
升

一
八
年
に
は
三

0
数
件
と
な
っ
て
い
る
。
有
志
の
中
に
は
料

-
、
生
菓
子
三
拾
五

-
、
生
菓
子
三
拾
五

-
、
鰈
立
本

-
、
金
拾
銭

安

谷

消

七

明

治

十

八

年

酉

五

月

花

党

い
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
一

0
年
か
ら
花
の
数
が
一

0
数
件
と
な
り

野

原

甚

七
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西下町庵屋台 廻 り 合 囃
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明

治

一

九

年

に

は

一

五

件

、

二

0
年

に

は

一

四

件

と

な

っ

て

お

り

‘

そ

の

年

に

よ

っ

て

増

滅

が

あ

る

。

唄

の

所

望

制

度

が

取

入

れ

ら

れ

て

、

今

日

の

よ

う

な

形

式

に

移

行

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

屋
台
囃
子
と
庵
唄

庵

屋

台

の

音

楽

に

は

、

進

行

中

ま

た

は

休

憩

中

に

演

奏

す

る

「

ま

わ

り

あ

い

」

と

称

す

る

間

奏

曲

と

、

休

憩

中

時

々

演

奏

す

る

「

休

囃

子

」

と

、

早

朝

御

旅

所

ま

で

神

輿

を

迎

え

に

行

く

時

演

奏

し

た

「

本

囃

子

」

が

あ

る

。

本

囃

子

は

高

い

調

子

の

雅

楽

に

似

た

曲

で

あ

る

が

、

最

近

後

継

者

が

少

く

な

り

、

ま

た

曳

山

練

廻

し

の

巡

路

の

変

更

な

ど

の

理

由

で

廃

れ

た

。

囃

子

は

、

「

祇

園

囃

子

」

と

い

わ

れ

て

い

る

が

、

城

端

独

特

の

も

の

で

、

昔

か

ら

そ

の

時

代

そ

の

時

代

の

三

味

線

や

笛

の

巧

者

の

工

夫

に

よ

っ

て

出

来

上

っ

た

音

律

、

、

、

、

、

現

在

の

ま

わ

り

あ

い

は

、

東

下

町

の

作

者

は

不

の

極

め

て

典

雅

な

も

の

で

あ

る

。

明

で

あ

る

が

、

出

丸

町

と

東

上

町

、

大

工

町

の

作

者

は

荒

木

友

吉

で

、

西

下

町

と

西

上

町

は

田

尻

五

郎

で

あ

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。

れ

て

い

て

傑

作

で

あ

る

。

休

囃

子

は

、

屋

二、

台

囃

子

そ

の

後

、

庵

そ

れ

ぞ

れ

作

者

の

特

徴

が

現

わ

そ

の

町

特

有

の

囃

子

を

も

っ

て

い

る

町

と

、
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）

ト

ン
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イ

ヤ

）

チ

ン

チ

ン

リ

ン

ツ

ン

チ

ン

ツ

ン

ト

ー

ン

チ

ン

チ

ン

ト

ロ

ー

ン

リ

ン

ツ

ン

ル

ウ

ー

ン

ツ

ン

テ

ン

ツ

ン

テ

ン

ツ

ン

ル

ン

ス

ル

ー

シ

ャ

ー

ン

（

イ

ー

ヤ

）

チ

ン

チ

ン

ン

ッ
ン

ツ

ン

ル

ン

I} 

ン

ツ

ン

チ

ン

チ

ン

チ

ン

リ

ン

ツ

ン

テ

ン

出

丸

町

線

と

横

笛

（

篠

笛

）

リ

ー

i月
弓

チ

ン

チ

ン
チ

ン

チ

ン

リ

ン

チ

ン

チ

ン

リ

ン

チ

ン

リ

ン

（

イ

ヤ

）

チ

ン チ

ン
チ

ン

チ

ン

チ

ン

チ

ン

レ

ン

チ

ン

リ

ン
ト

ン

チ

ン
チ

ン

シ

ャ

ン

チ

ン
チ

ン

リ

ン

和
田
安
之
助

（

イ

ー

ヤ

）

ト

ー

荒

木

友

吉

チ

ン
チ

ン

チ

ン

チ

ン

編
曲
作
曲

チ

「

六

段

の

調

」

と

か

「

紅

葉

狩

」

等

を

演

奏

し

て

い

る

町

も

あ

る

。

楽

器

は

三

味

で

、

そ

れ

に

大

太

鼓

と

小

太

鼓

が

入

る

。

笛

は

特

に

低

調

子

の

二

本

調

子

の

も

の

が

多

い

。

囃

子

方

は

、

昔

か

ら

男

ば

か

り

と

い

う

の

が

城

端

祭

の

特

色

で

あ

る

。

若

連

中

と

し

て

二

0
歳

か

ら

四

0
歳

位

ま

で

の

青

壮

年

で

編

成

さ

れ

、

時

代

毎

に

名

手

が

現

わ

れ

て

、

伝

統

が

受

け

継

が

れ

て

き

て

い

る

。

シ

ャ

ー

ン
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其
の
間

庵
る
芸
人
風
な
氏
の
存
在
は
今
で
は
城
端
の

一
名
物
な
の
で
あ
る
。

（中
略

唄

が
四
十
一
年
目
I
J
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
載

っ
て
い
る
。

っ
た
と
い
う
。

る
。
時
に
は
芸
達
者
な
年
配
の
婦
人
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。
三
味
線
や
笛
や
唄
の

名
手
に
は
、
故
人
で
は
、
笛
の
和
田
安
之
助

(
-
八
七
四
ー
一

九
四
四
）

（
一
八
八
六
ー
一
九
六
七
）、
唄
の
田
尻
五
郎

(
-
八
七
六
ー
一
九
三
七

）

（
一
八
八
九
ー
'
-
九
六
八
）
、
三
味
線
の
高
城
三
好

（一

九
―

ニ
ー

一
九
六
一
）

な
ど
が

有
名
で
あ
っ
た
が
、
中
で
も
荒
木
友
吉

(
-
八
八
0
|

―
九
三
八
）
の
功
績
は
大
き
か

昭
和
九
年
五
月
二
五
日
の
「
南
砺
時
事
」
読
者
課
題
欄
に
II

屋
台
に
出
て
か
ら
今
年

『桜
が
散
っ
て
、
各
所
に
笛
の
音
が
す
る
様
に
な
る
と
、
忘
れ
ら
れ
て
居
た
様
な
荒

木
友
吉
氏
の
名
が
俄
に
現
れ
て
来
る
。
黒
い
羽
織
で
シ
ャ
ナ
リ
／
＼
と
稽
古
に
出
掛
け

荒
木
さ
ん
が
始
め
て
東
上
町
の
屋
台
に
入

っ
た
の
は
十
五
オ
の
時
で
、
今
年
で
四
十

一
年
目
で
あ
る
相
な
。
中
々
古
い
も
の
だ
。

一
年
も
休
ん
だ
事
は
な
い
。
か
つ
て
三
十
八
度
の
高
熱
を
排
し
て
出
た
が
と
て
も
敵
は
な
い
で
‘
途
中
か
ら
帰
宅
し
た

庵
屋
台
の
囃
子
や
唄
を
担
当
す
る
の
は
各
町
の
若
連
中
で
あ
る
が

庵
唄
の
名
手
た
ち

•

浜
田
文
蔵

・
笹
田
外
次

こ
れ
を
指
導
す
る
師
匠
は
主
に
若
連
中
の
先
輩
た
ち
で
あ

チ

ン

リ

ン

ツ

ン

ル
ー

ン

ツ
ン

テ
ン

ツ

ン

テ

ン

ス

ル

ン

ト
ー

ン

大 工町の庵屋台
伊勢物話ガら取材 してつくつだ。

ト
ー

ン

ト
ロ
ー

ン
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屋台囃子と庵唄

年
が
一
度
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
相
だ
か
ら
正
に
連
合
会
よ
り
精
勤
賞
を
贈
る
に
足
る
べ
き
功
労
者
で
あ
る
。

最
初
は
笛
を
や
ら
れ
た
相
で
あ
る
が
何
分
に
も
芸
と
来
て
は
何
で
も
御
座
れ
の
達
人
だ
か
ら
漸
次
、
手
を
ひ
ろ
め
、
三
味
か
ら

唄
ま
で
一
切
の
指
導
を
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
わ
け
で
、
氏
に
師
事
し
た
若
い
衆
は
極
め
て
多
く
、
今
日
、
各
町
の
屋
台
に
出
る
人

（
中
略
）

今
日
の
荒
木
氏
は
穏
和
な
、
師
匠
さ
ん
の
タ
イ
プ
だ
が
、
其
の
過
去
は
波
乱
重
畳
で
あ
っ
た
。
城
端
町
長
、
組
頭
等
を
つ
と
め

て
華
や
か
な
政
治
舞
台
に
活
動
さ
れ
し
事
も
あ
っ
た
が
斯
ふ
し
た
方
面
と
は
プ
ッ
ツ
リ
と
関
係
を
断
ち
、
風
雅
な
生
活
に
消
光
し
、

今
日
で
は
、
城
端
祭
り
と
荒
木
氏
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
年
々
‘

の
度
を
加
へ
る
と
同
時
に
、
荒
木
氏
の
名
物
的
存
在
は
ま
す
／
＼
有
名
と
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。（
後
略
）」

庵

唄

の

変

遷

庵
唄
は
端
唄
で
、

お
祭
り
の
宣
伝
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
効
果
を
示
し
盛
賑

江
戸
時
代
か
ら
伝
来
の
も
の
の
は
か
に
、
年
に
よ
っ
て
替
唄
も
作
ら
れ
た
。

・

玉
川
・
夏
は
蛍
・
重
ね

扇
•
宇
治
・

川
竹
・
忍
ぶ
恋
路
等
が
多
い
が
、
昨
今
は
歌
調
も
時
代
の
推
移
と
と
も
に
変
り
、
小
唄
調

も
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

西
下
町
に
は
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）
、
東
上
町
に
は
文
久
元
年

(
-
八
六
一
）

以
降
の
庵
唄
の
稽
古
番
の
記
録
が
あ
る
。

し
、
そ
の
当
時
ど
の
よ
う
な
唄
が
稽
古
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

出
丸
町
に
明
治
八
年

(
-
八
七
五
）
か
ら
の
庵
唄
の
歌
詞
が
残
っ
て
い
る
。

夏
は
鮎
、
秋
は
茸
狩
等
々
、
人
の
羨
む
楽
天
振
り
で
あ
る
。

中
略
）

々
の
中
枢
人
物
は
大
方

お
弟
子
さ
ん
の
み
だ
か
ら
哀
勢
な
も
の
で
あ
る
。

元
唄
は
例
え
ば
、
夕
暮
・
薄
墨

｀
 

し
カ
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第七章 庵 唄

出丸町の庵屋台

恋
草
の
露
も
な
さ
け
も
君
が
た
め
袖
は
な
み
だ
の
た
ま
だ
す
き
せ
め
て
ゆ
め
に

（
元
唄
「
玉
川
」）

す
お
も
い
の
や
み
ぞ
や
る
せ
な
や

雁
も
な
き
行
く

（
本
調
子
）

ぬ
こ
、
ろ
ね
を

【
明
治
一
三
年
】

（
本
調
子
）

た
れ
し
ら
玉
の
む
ね
の
う
ち

合
）
つ
ゆ
に
く
だ
け
て
そ
で
ぬ
ら

み
だ
る
、
斐
を
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
ツ
イ
な
で
つ
け
の
水
か
ゞ
み
（
合
）
い
ふ
に
ゆ
は
れ

の

あ
け
ぽ
の
の
そ
ら

な
り
藤
は
か
ま
む
か
し
を
し
の
ぶ
夜
も
す
が
ら

春
日
さ
す
ふ
じ
の
う
ら
は
の
う
ら
と
け
て
色
に
い
だ
さ
ぬ
袂
に
も
れ
て

【
明
治
―
二
年
】

（二
上
り
）

も
今
宵
は
く
も
り
な
き

【
明
治
八
年
】

（
三
下
り
）

深
き
ち
ぎ
り
ぞ
た
の
も
し
や

ひ
な

君
の
あ
ら
た
な
め
ぐ
み
に
て
都
も
郡
も
お
し
な
べ
て

千
代
も
八
千
代
も
玉
椿

か
よ
ふ
て
も
ど
る
し
の
の
め

思
ひ
を
さ
き
し
む
ら
さ
き
の

そ
の
名
あ
だ

合
）
月
に
か
つ
ら
の
い
も
と
せ
や
し
か
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屋台囃子と庵唄

雁
に
は
な
せ
ば
つ
ば
め
に
返
事

お
も
ひ
の
渕
や

あ

す

か

川

な

が

れ

の

里

に

ひ

く
三
味
線
は

ら」

一
八
年
は
「
雁
に
は
な
せ
ば
」

一
九
年
は
「
夏
の
夜
の
」
と
続
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
明
治
一
五
年
は
「
恋
の
渕
瀬
に
」

一
六
年
は
「
そ
ら
を
ど
こ
か
ら
」

一
七
年
は
「
な
が
れ
し
と
ふ
て
」

・
「
君
の
為
な

に
う
つ
し
て
は
れ
な
ば
な
ぎ
の
花
の
か
げ
み
や
ま
ば
か
り
の
あ
さ
か
す
み

色
か
を
む
す
ぶ
松
山
に
あ
い
た
や
み
た
や
恋
し
や
と
ね
が
い
の
糸
の
二
上
り
や

く
ぞ
え

む

か

し

の

業

平

の

お

も

い

は

た

り

し

あ

だ

姿

ち
ぎ
り
し
人
も

し
の
ぴ
て
今
と
て
も

色
を
通
ひ
し
の
ぴ
て

し‘

花
は
か
た
み
ぞ
名
所
／
＼
の
み
ち
す
が
ら
ぬ
し
は

八
橋
の
沢
辺
に
匂
ふ
か
き
つ
ば
た
ひ
と
し
ほ
色
を
通
い

【
明
治
一
四
年
】

（
三
下
り
）

（
元
唄
「
五
大
力
」
）

を
ま
つ
ぞ
い
な

け
し
し
ま
だ
の
も
つ
れ
が
み
お
も
い
だ
さ
ず
に
わ
す
れ
ず
に

玉
川
の
水
に
さ
ら
せ
し
ゆ
き
の
は
だ

も
う
ち
と
け
て

ね
や
の
月
さ
へ
寝
み
だ
れ
て

つ
も
る
＜
ぜ
つ
の

ま
た
く
る
春

そ
の
う
ち
に
と

ま
た
来
る
宵
を
ま
っ
ち
山

い
と
し
男
に
み
さ
ほ

こ
、
ろ
も
花
の
か
に
あ
ら
は
れ
て
歌

一.
東下町の庵屋台

重組に格子をとどめているのはこの屋台だけ

である。
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柳
は
ま
ね
き
鳥
は
よ
ぶ
四
方
の
け
し
き
の
そ
の
中
に
た
つ
や
う
す
の
う
す
ご
ろ
も
き
が
へ
て
う
つ
る
さ
ほ
ひ
め
の
あ

（
三
下
り
）

有
川
土
豊
作

西下町の庵慶台

京都のーカや角屋の注作を模したという。

か
け
を
う
つ
き
の
花
の
白
雪

朝
つ
ゆ
に

【明
治
二
三
年
】

（
二
上
り
）

を
た
て
ん

な
ん
の
そ
の

濡
れ
て
色
増
す
杜
若

【
明
治
二
五
年
】

記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
出
丸
町
居
住
の
有
川
文
助
で
あ
る
。

作
”
と
い
う
の
が
六
‘
“
北
市
屋
妻
“
が
―
つ
あ
る
。
有
川
作
に
は

＂
有
川
土
豊
”
と
も

江
戸
紫
の
恋
中
を

【明
治
二
四
年
】

（
本
調
子
）

サ
テ
う
の
花
の
世
の
中
じ
ゃ

こ
れ
ら
の
歌
詞
の
作
者
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
二
五
年
以
降
の
分
に
は
、
＂
有
川
ノ

う
れ
し
き
あ
さ
ぞ
ら
に
な
く
ね
を
も
ら
す
時
烏
し
の
ぴ
し
君
に
あ
お
ば
と
は

も
ろ
袖
に

か
お
れ
る
か
ぜ
は
た
ち
花
の

い
ろ
ふ
る
里
の
さ
つ
き
さ
め
は
れ
て

さ
く
や
っ
、
じ
の
唐
く
れ
な
い
に
染
め
て
若
葉
の
ふ
か
み
ど
り

い
ま
は
う
れ
し
き
ま
す
か
ゞ
み
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屋台囃子と庵唄

ち
ら
／
＼
と
夜
風
に
ち
る
や
遅
桜
に
ほ
へ
る
か
げ
を
鶯
の

こ
ゑ
に
か
し
ゅ
＜
垣
の
卯
の
花
し
ろ
人
＼
、
と

（
本
調
子
）

作
者
北
市
屋
妻

【明
治
二
九
年
】

の
戸
を
た
、
く
水
鶏
に
さ
ま
さ
れ
て
夢
路
ゆ
く
ま
も
夏
の
夜
は
ほ
ん
に
み
じ
か
き
月
の
か
げ

心
に
思
ひ
を
か
き
つ
ば
た

い
つ
し
か

し
ら
露
の
む
す
ぴ
て
い
ろ
の
涼
見
草
ふ
か
き
ち
ぎ
り
を
も
ら
さ
じ
と

い
つ
か
青
葉
と
ま
つ

（
三
上
り
）

有
川
土
豊
作

出
の
お
は
た

君
が
代
の
恵
み
ひ
と
し
く
柴
の
戸
も

軒
端
に
か
を
る
立
花
の
風
四
方
に
た
な
び
く
日
の

磨
の
う
ら
め
し
や

【明
治
二
七
年
】

（
二
上
り
）

【明
治
二
八
年
】

玉
の
う
て
な
も
時
め
き
て

や
／
＼

有
川
土
文
作

意
気
地
を
義
理
に
播
磨
潟

う
た
へ
よ
高
砂

お
ど
れ
よ
舞
子
の
浜
風
に
う
き
か
ふ
白
帆
の
お
も
し
ろ

そ
こ
は
見
え
ね
ど
い
ろ
ふ
か
き
苦
海
の
波
の
浮
寝
烏

（
三
下
り
）

【
明
治
二
六
年
】

有
川
土
豊
作

一
夜
明
石
の
き
ぬ
人
＼
に

と
ふ
く
風
も
か
ほ
る
ら
ん
け
さ
は
卯
月
の
た
め
し
と
て
ほ
ん
に
ゆ
か
し
き
時
鳥

（
是
れ
よ
り
本
調
子
）

な
い
て
も
須
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八
雲
た
っ

い
と
ゞ
た
の
し
き
音
に
か
よ
ふ
な
る
松
風
や

（
明
治
三

0
年
一

0
月
に
城
端
へ
鉄
道
と
電
信
が
開
通
し
た
。）

り
て
か
へ
る

世
の
中
を

【明
治
三
二
年
】

（
本
調
子
）

声 【明
治
三

0
年
】

（
三
下
り
）

を
よ
そ
な
る
雪
見
草
し
の
ぶ
初
音
や
立
花
の

庭
も
垣
根
も
白
妙
の

（
三
下
り
）
誰
に
青
葉
の
作
り
替

（九
月
の
豊
年
盆
）

秋
の
実
の
り
の
豊
け
さ
に
賤
が
軒
端
も
時
め
き
て

そ
む
る
野
山
の
薄
も
み
ぢ

有
川
土
豊
作た

ま
、
に
な
ら
ぬ
と
誰
が
い
ひ
し

問
ひ
つ
答
へ
つ
即
鉛
の

【明
治
三
三
年
】出

雲
八
重
垣
妻
琴
の

雛
も
待
た
れ
て

誰
に
青
葉
の
時
鳥

有
川
土
豊
作

糸
も
も
の
言
ふ
世
の
中
を千

代
も
八
千
代
も
す
へ
久
方
の

か
な

じ
鉄
路
ゆ
く
な
り
ゆ
げ
車

あ
か
ね
さ
す
日
も
入
あ
い
の
み
づ
穂
し
た
、
る
露
し
ぐ
れ

そ
ら
を
仰
げ
ば
田
鶴
の
声

ゆ
め
か
う
つ
、
か
三
笠
の
月
や

た

ま
ま
に
な
ら
ぬ
と
誰
が
い
ひ
し

空
や
に
ぎ
は
ふ
雁
の

藤
に
ゆ
か
り
の
か
き
つ
ば
た

木
の
下
か
げ
の
す
ゞ
し
さ
に
な
っ

あ
け
て
し
の
の
め
の
そ
ら
に
五
月
の
月
低
く
は
や
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
妹
背
鳥

京
の
花
ま
で
め
ぐ 屋台囃子の三味線
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屋台囃子と庵唄

屋台囃子の笛

空
に
そ
よ
と
吹
く
あ
の
涼
風
に
一
言
の
よ
す
が
を
処

か
き
つ
ば
た

つ
が
い
浮
き
寝
の
あ
の
波
枕
ほ
ん
に
思
ひ
は

い
と
ゞ
恋
し
き
業
平
や

吾
妻
の

妻
も
つ
ま
こ
う
河
骨
の

や
さ
し
く
さ
く
や
玉
川
に
深
き
ち
ぎ
り
も
お
し
鳥
の

む
つ
言
は

よ
そ
の
見
る
目
も
う
ら
や
ま
し

【明
治
二
四
年
】

（
本
調
子
）

そ
れ
色
の
世
じ
ゃ
な
い
か
い
な

ぬ
妹
背
中
ち
ぎ
り
も
か
た
き
岩
橋
の
み
じ
か
き
夜
半
も
業
平
と

語
り
明
せ
し

紫
は
色
の
つ
か
さ
や
か
き
つ
ば
た
花
を
ね
ぐ
ら
に
お
し
鳥
の
つ
が
い
は
な
れ

す
く
す
か
ゞ
み

あ
は
ぬ
細
布
の
け
い
も
せ
で
意
を
や

青
葉
か
く
れ
の
郭
公

枕
相
手
に
そ
ら
だ
き
も
と
の
を
ま
つ
か
い
洩
る
月
に

大
工
町
に
は
、

【
明
治
ニ
―
年
】

き
て
幾
夜
さ
の

【明
治
二
二
年
】

暗
く
夜
仇
な
る
一
人
寝
の

う
つ
せ
ど
く
も
る
む
ね
の
う
ち

【
明
治
二
三
年
】

（
三
下
り
）

か
ず
の
枕
も
皆
そ
の
人
に
た
て
し
み
さ
を
の
消
え
も
せ
で
今
に
匂
ひ
を
伽
羅
の
下
駄

君
は
今
駒
か
た
あ
た
り
時
鳥
暗
い
て
別
れ
の
月
か
な
し

明
治
ニ
―
年
（
一
r
/

j
八
）
か
ら
の
歌
詞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

宵
の
ま
、
な
る
打
懸
の

君
を
思
ひ
の
ま

心
に
か
、
る
名
古
屋
帯
結
ん
で
と
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第七章 庵 唄

逢
坂
の
里
の
ほ
と
り
に
お
ひ
立
ち
し
花
の
か
ん
ざ
し
月
の
眉
ね
く
は
い
や
ま
し
春
風
に

な
が
め
つ
き

住
め
る
民
こ
そ
世
々
に
栄
え
ん

花
に
暗
く
黄
鳥
さ
い
も
水
に
住
む

君
が
御
代
と
て
末
久
し
く
て
実
る
や
み
づ
の
そ
の
も
と
に

も
れ
き
気
も
と
も

k
＼
に
嬉
し
き
花
の
縁
じ
ゃ
い
な

床
し
さ
や
す
め
り
こ
し
な
る
藤
ぼ
た
ん

よ
そ
を
い
の
奥
に
は
粋
な
あ
の
つ
め
引
も
世
に

待
ち
わ
び
る

（
本
調
子
）

も
ゆ
る
思
ひ
を
深
み
ど
り

【明
治
二
八
年
】

も
楽
し
き
風
情
な
る

【
明
治
二
九
年
】

【
明
治
三

0
年
】

草
葉
の
露
も
光
り
そ
ら

色
香
も
深
く
咲
み
だ
れ
た
る

蛙
も
歌
を
唄
ふ
な
る

情
を
運
ぶ
仇
姿

夜
明
の
鐘
も
し
ら
ぬ
い
の
ぬ
し
に
こ
、
ろ
を
筑
紫
か
た

心
そ
の
ま
、
郭
公
月
か
げ
ふ
け
る
ね
や
の
う
ち
名
の
み
仇
な
る
忘
れ
草
せ
つ
な
る
む
ね
に
玄
け
む
り

【明
治
二
七
年
】

宇
治
川
の
水
調
子
流
れ
の
身
に
も
嬉
し
や
と
ほ
ん
に
楼
茶
の
ゑ
ん
じ
ゃ
い
な

床
し
さ
や
か
こ
い
の
う
ち
の
茶
つ
み
歌
さ
り
と
は
す
い
な
二
人
が
中
の
忍
び
駒
さ
り
と
は
粋
な
あ
の
つ
め
引
も
世
を

【
明
治
二
六
年
】

鳥
が
暗
く
暁
は

い
つ
と
し
の
仇
名
草

玉
川
の
水
に
消
め
し
雪
の
肌
身
に
し
み
そ
め
し
恋
風
に

【明
治
二
五
年
】

解
し
鴫
田
の
も
つ
れ
髪

君
に
あ
ふ
せ
を
待
つ
夜
半
は
あ
れ
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屋台囃子と庵唄

次
の
明
治
三
一
年
に
は
、

を
焼
失
し
て
翌
三
二
年
も
庵
唄
は
止
め
た
が
、
三
三
年
か
ら
は
再
開
し
て
い
る
。

【
明
治
三
三
年
】

雲
も
餞
も
晴
れ
渡
り

（
と
浮
き
立
ち
て

【明
治
三
四
年
】

滸
る
、
さ
へ

庵
唄
の
所
望
に
短
冊
を
く
ば
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

か
れ
た
干
支
に
よ

っ
て、

替
唄
の
多
く
は
、

替
唄
の
か
ず
か
ず

代
の
た
め
し
か
な

明
治
の
城
端
大
火
で
曳
山
祭
は
中
止
、
大
工
町
は
庵
屋
台

遊
び
集
ひ
て
舞
ひ
う
た
ふ

薄
紫
の
花
の
浪

底
さ
へ
匂
ふ
多
古
の
浦

明
治
三
二
年
ー
三
五
年
頃
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
短
冊
に
書

そ
の
年
の
各
町
の
庵
唄
を
推
定
し
、
章
末
に
掲
げ
る
。

や
は
り
端
唄
の
も
つ
風
雅
な
情
緒
を
歌
詞
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
世
相
に
ち
な
む
も
の
や
城
端
の

れ
る
松
に
色
添
へ
て

つ
つ
ろ
ふ
水
に
浅
か
ら
ぬ

焙
し
か
り
け
れ
春
雨
に
潤
ふ
藤
の
一

雫

実
に
面
白
き
花
の
頃

せ
ぬ
玉
川
に
深
き
心
を
く
み
わ
け
て
待
つ
夜
嬉
し
き
思
ひ
か
な

深
き
ゆ
か
り
じ
ゃ
な
い
か
い
な

か
ヽ

姿
も
御

ま
ば
ゆ
く
さ
く
や
山
桜
匂
ふ
朝
日
も
麗
か
に
気
も
は
れ

東上町 の 庵屋台

江戸吉原の鵡屋 ・玉屋 ・扇屋 ・大文字屋の前景を

模しだもの。
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第七章 庵 唄

に
三
井
の
鐘

春
を
呼
ぶ
つ
る

（
大
正
初
期
）

は

松
に
栄
え
あ
る
唐
崎
の

浜
辺
に
帰
る
矢
橋
舟
堅
田
の
雁
や
比
良
の
雪
木
の
間
か
く
れ

月
に
更
け
ゆ
く
高
台
寺

青
葉
に
ゆ
づ
る
東
山
茂
る
木
蔭
の
黒
谷
に

む
っ
と
し
て

音
羽
の
滝
の
音
に
の
み
響
く
華

「
洛
束
名
所
」

祇
園
の
花
も
紅
を

頂
の
鐘
の
声

「
近
江
八
景
」

（
大
正
四
年
）

石
山
や
高
根
の
月
の
影
す
み
て

瀬
田
の
夕
日
を
粟
津
潟

風
も
涼
し
き
清
水
や

暮
れ
て
そ
よ
／
＼
吹
く
嵐

れ
心
の
鶯
が

は
、
と
笑
ふ
て
枝
移
り

帰
り
か
け
た
る
小
庭
先
風
に
順
ふ
青
柳
に
逆
ふ
た
口
の
恥
か
し
く
ど
う
う
わ
ご
と
を
し
ど
け
な
く
乱

「

青

柳

」

（
明
治
四
三
年
）

背
川

か
き
つ
ば
た

「
春
を
呼
ぶ
」

（
明
治
三
六
年
）

ゆ

か

り

由
縁
も
深
き

西
下
町

・
諫
鼓
共
和
会
（
か
ん
こ
連
）

八
っ
橘
や
花
紫
の
舞
い
衣

自
然
や
生
活
、
あ
る
い
は
曳
山
祭
の
情
景
を
歌
い
込
ん
だ
作
品
も
あ
る
。

か
ざ
す
袂
に
夕
月
の

ヱ
イ
照
り
そ
え
て
妹
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屋台囃子と庵唄

出丸町の庵屋台

俵

「
山

人

形

」

―
っ
痔
老
の
鶴
の
声

花

（
明
治
三
五
年
）

五
つ
布
袋
の
唐
子
好
き

大
工
町

・
冠
友
会

（千
枚
組
）

「
櫓
太
鼓
」

六
に
発
王
カ

ン
コ
鳥
明
治
の
御
代
や
祝
ふ
ら
ん

（明
治
四
四
年
）

＂
く
●

ニ
に
は
関
羽
の
戦
神

ニ
に
恵
み
の
桜
鯛
四
に
は
大
黒
米

と
、
ぎ
す
あ
か
ぬ
は
秋
の
天
の

川

ア
レ
雪
は
だ
の
袴
腰
冬
や
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の

春
の
花
桜
か
池
の
と
も
し
か
げ
夏
は
清
水
の
か
き
つ
ば
た

「
水
の
園
」

々
も
は
や
笛
の
音
に
迷
い
来
て
庵
の
な
が
め
に
た
よ
／
＼
と

及
き
を
わ
す
る
、
影
の
お
も
し
ろ
さ

（
明
治
四
二
年
）

翌

雰

ら

に
「春

祭」
の

ど
長
閑
け
き
春
の
空
な
れ
や

（
明
治
三
六
年
）

「
四
季
の
花
」

君
が
代
の
光
を
諷
ふ
花
鳥
や

東
上
町

・
松
声
会

（寿
老
組
）

早
稲
の
香
り
の
雁
の
来
て

玉
の
廉
を
巻
き
上
げ
て
仰
げ
よ
わ
ら
べ
と
待
つ
曳
山
の

小
春
の
柳
も
そ
よ
／
＼
と

富
み
て
た
の
し
き
年
の
も
の
が
た
り

（
明
治
三
五
年
）

一
声
洩
ら
せ
し
ほ

あ
た
り
さ
ま
よ
う
人

鶴
は
朝
日
に
舞
い
群
れ
て
あ
を
げ
よ
と
亀
を
ま
つ
宵
月
の
影
を
照
ら
さ
ん
色
気
も
は
や
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第七茸

な 嬉
し
き
は
じ
め
な
れ

今
日
ひ
き
か
え
し
花
こ
ろ
も
ア
レ
治
ま
る
御
代
じ
ゃ
な
い
か
い

庵

山
桜
の

場
に
集
い
て
あ
ま
た
の
旗
の

「
観
兵
式
」

「
観
艦
式
」

青
葉
や
茂
れ
る
皐
月
空

水
上
匂
ふ
梅
ヶ
谷

須
磨
や
明
石
の
ア
ノ
浦
々
に
あ
つ
ま
る
数
の
い
く
さ
船

ま
す
ら
お

秋
津
島
根
の
丈
夫
が

内
外
を
な
べ
て
匂
ふ
な
る

「
我
武
維
揚
」
（
元
唄
「
門
の
青
柳
」
大
正
五
年
）

ひ

み

大
君
の
稜
威
を
仰
ぐ
旭
の
国
旗

蕉
る
や
菊
の
名
も
高
く

（
明
治
三
九
年
）

香
り
残
ら
ん
青
山
の

去
年
の
胡
砂
ふ
く
征
衣
の
こ
ろ
も

唄

西
上
町

・
恵
友
会
（
ゑ
ぴ
す
連
）

や
薄
化
粧
鏡
の
前
に
立
姿

垂
れ
し
乳
房
は
ふ
く
よ
か
に
は
つ
れ
し
髪
を
か
き
あ
げ
つ

涼
し
き
瞳
に
笑
見
せ
て

「
鏡
の
前
」

（
元
唄
「
葛
の
葉
」
大
正
六
年
）

誉
も
遠
く

栄
え
行
く
世
ぞ
久
し
け
れ

捧
げ
ぬ
る

大
和
心
は
敷
島
の

（
明
治
三
六
年
）

み
ど
り
流
る
、
稲
川
や

櫓
太
鼓
に
ハ
ヤ
霧
は
れ
て

今
ぞ
栄
え
あ
る
武
夫
や

あ
の
山
桜
咲
に
も
散
に
も
潔
き

朝
日
に
匂
ふ
吉
野
山

み

い

つ

君
が
稜
威
は
高
千
穂
に

織
に
そ
よ
ぐ
天
津
風

い
と
も
畏
き
こ
の
式
の

浴
槽
を
出
で
し
肌
の
色

こ
れ
ぞ

花
愧
ろ
ふ

吾
が
敷
島
の
益
荒
猛
男
の

ア
レ
鷹
の
来
て
松
嶋
や

雲
井
に
通
ふ
谷
の
音

千
歳
を
君
に

高
き
響
矢
常
陸
山

-289-



屋台囃子と庵唄

ほ
ん
に
勢
い
ぢ
ゃ
な
い
か
い
な

引
か
ぬ
気
性
の
山
時
鳥
か
た
く
結
ん
だ
鉢
巻
き
の
ぴ
ん
と
は
ね
た
る
初
松
魚

目
に
青
葉

こ
の
里
の
春
の
祭
の
賑
わ
し
さ

云
わ
れ
て

姿
も
や
さ
し
織
ひ
め
の

も
越
へ
ぬ
ら
ん

「
初
松
魚
」

（
明
治
四
一
年
）

（
大
正
五
年
）

（
明
治
三
九
•
四
0
年
）

風
も
香
ら
む
皐
月
晴

添
え
た
る
笹
の
濡
れ
色
も

東
男
の
勇
み
肌

伊
達
と
意
気
地
に
世
を
渡
る

東
下
町

・
宝
槌
会
（
た
か
ら
連
）

東下町の庵屋台

た
り
の
仲
の
む
す
び
神
ア
レ
か
ち
／
＼
、
と
お
さ
の
音
の

八
百
よ
ろ
ず
を

ひ
ゞ
き
う
れ
し
き
通
ひ
糸

ふ

色
も
よ
し 「

織

姫

」

（
大
正
年
間
）栄

ゆ
く
き
ぬ
の
産
が
く
は

工、

雪
の
姿
の
袴
ご
し

た
ま
ず
さ

花
の
こ
こ
ろ
は
桜
に
た
く
し
、
忍
ぶ
蛍
は
山
田
川
流
れ
の
身
さ
へ
恋
風
の
ア
レ
そ
よ
／
＼
、
と
秋
風
は
雁
の
玉
章
霜
の
月

「
四
季
の
故
郷
」

と
こ
ろ
寿
ぐ
巌
の
浪
に
浮
き
た
つ
月
は
黄
金
色

「

桜

鯛

」

ア
レ
今
宵
や
花
の
桜
鯛

な
か
に
勝
り
て
勇
み
に
勇
む
清
き
水
浪
恵
比
須
山

い
と
も
畏
き
こ
の
君
は
商
ひ
神
と
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明
の
鐘

う
れ
し
さ
は
う
つ
、
な
り
け
り
初
夏
の
短
い
夜
半
の

か
た
り
ぐ
さ
君
が
情
の
未
だ
身
に
泌
み
て
洩
る
も
に
く
や

「
短
か
夜
」

（
元
唄
「
萩
桔
梗
」
）
都
山
喜
治
作
（
大
正
九
年

寿
と
今
に
ぞ
目
出
度
し
白
か
げ
の
と
き
け
秋
津
島
民
や
す
か
れ
と
し
ろ
し
め
す
天
日
嗣
の
大
皇
子
が

屋
の
夕
け
む
り

「
恋
の
流
れ
」

ぬ
中
の
妹
背
岩

な
り
て
初
冠
り

篠
井
竹
里
作
（
明
治
四
四
年
）

む
ね
の
思
ひ
も
う
ち
合
ひ
て

早
や
燃
え
そ
む
る
蛍
烏
賊

「
皇
太
子
成
年
式
」

桐
花
治
作
（
大
正
八
年
）

戦
の
雲
も
あ
と
な
く
晴
れ
わ
た
り

晴
れ
渡
る
海
に
白
帆
の
チ
ラ
ホ
ラ
と

「
浦
の
眺
め
」

田
島
城
月
作
（
大
正
七
年
）

つ
な

磯
に
綱
曳
く
海
人
乙
女

縄
ヶ
池
と
け
て
流
る
、
池
川
や

篠
井
竹
里
作
（
大
正
六
年
）

て
玉
を
こ
ろ
が
す
水
の
面
あ
か
ぬ
な
が
め
じ
ゃ
な
い
か
い
な

す
み
田
川
下
す
筏
に
ち
ら
ほ
ら
と
雷
か
あ
ら
ぬ
か
散
る
花
の

「
隅
田
川
」

し
れ

浪
間
に
浮
ぶ
喜
見
城
ね
ぐ
ら
急
ぐ
か
群
千
鳥

末
を
―
つ
の
山
田
川
な
が
き
契
を
小
矢
部
川

さ
ゞ
な
み
さ
そ
う
夕
あ
ら
し

宝
詩 と

ま

か
げ
も
苫

ヘ
だ
て

月
も
い
つ
し
か
て
り
添
え
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屋台囃子と庵唄

か
き
情
け
の
縄
ヶ
池
ほ
ん
に
故
郷
は
な
つ
か
し
や

越
の
山
部
の
す
ま
ひ
に
秋
く
れ
て
梢
に
の
こ
る
柿
ひ
と
つ

瑞
穂
垂
れ
よ
と
祈
る
ら
ん

「
ふ
る
さ
と
」

（
町
名
不
明
）

乙
女
ら
が

真
紅
の
欅
菅
の
笠
今
日
を
は
じ
め
の
田
植
歌

い
ろ
に
も
い
で
、
木
の
葉
石

か
た
く
も
ち
ぎ
る
夫
婦
滝
ふ

ゅ

負

す

き

「
悠
紀
主
基
の
田
植
」

出
丸
町

・
布
袋
同
志
会
（
布
袋
組
）

（
明
治
三
九
年
）

洲
崎
澳
石
作
（
明
治
四
三
年
）

を
り
ふ
し
た
、
く
水
鶏
さ
へ
も

（
大
正
初
期
）

悠
紀
の
美
田
や
主
基
切
る
斎
田

玉
の
早
苗
を
と
り
急
ぎ

た
隔
て
ぬ
中
の
妹
と
背
が

語
る
い
と
ま
も
夏
の
夜
は
つ
い
明
け
易
き
鐘
の
声

卯
の
花
に
う
き
世
を
忍
ぶ
佗
住
居

今
は
う
た
て
き
五
月
雨
や
ぬ
れ
に
し
色
の
か
き
つ
ば

「
卯
の
花
に
」

旗
の
風

き
の
ふ
の
仇
は
今
日
の
友
垣
根
へ
だ
て
し
卯
の
花
も
散
れ
ば
あ
と
な
き
雪
見
草
し
げ
る
桜
の
青
葉
に
も

「
平
和
克
服
」

匂
ふ
朝
日
の
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「
裔*」

新
し
い
替
唄

替
唄
の
作
詞
家
た
ち

東
下
町
）

一
三
年
以
降
は
昭

明
治
か
ら
大
正
へ
と
、
庵
唄
の
歌
詞
は
元
唄
の
節
に
あ
わ
せ
た
替
唄
が
さ
か
ん
に
作
ら
れ
、
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
に
な
っ

て
い
っ
た
。
有
川
文
助
（
土
豊
）
・
洲
崎
永
之
助
（
洪
石

・
一
八
六
0

|

―
九
二
七
）
・
篠
井
万
蔵
（
竹
里
・
一
八
七
七
ー
一
九
五

六）

．
都
山
喜
治
（
桐
花
治
・
一
八
九
ニ
ー
一
九
二
三
）
ら
が
そ
の
作
詞
家
で
あ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
荒
木
友
吉
（
兎

月
・
一
八
八

0
|

―
九
三
八
）•
田
島
恵
造
（
城
月

・

一
八
九
五
ー
一
九
三
八
）
•
野
村
淳
（
満
花
城
・
一
八
八
八
ー
一
九
六
八
）

•
宮
岡
周
三
郎
（
珠
錆
楼

・

一
八
九
三
ー
一
九
六
0
)
・

洲
崎
哲
二
（
天
辻
・
一
八
九
0
|

―
九
六
三
）・
笹
井
勝
之
（
城
華
子
・
一

八
九
三
ー
一
九
七
二
）
・
高
城
三
好
（
石
南
・
一
九
ー
ニ
ー
一
九
六
一
）
ら
が
作
詞
し
、
昭
和
八
年
に
は
六
ヵ
町
の
う
ち
五
ヵ
町
ま

で
が
替
唄
で
、
昭
和
―
二
年
に
は
六
ヵ
町
全
部
が
替
唄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、

和
一
五
年
を
除
い
て
中
断
さ
れ
た
。
若
者
た
ち
の
多
く
は
、
戦
場
へ
と
出
征
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
一
五
年
は
皇
紀
二
千
六
百
年

を
祝
し
て
曳
山
祭
が
挙
行
さ
れ
、
庵
屋
台
も
出
さ
れ
た
。
庵
唄
も
世
相
に
応
じ
た
歌
詞
が
作
ら
れ
て
い
る
。

田
島
城
月
(
-
八
九
五
ー
一
九
三
八
）

―-、

（
元
唄
「
萩
桔
梗
」

新

し

い

替

唄

大
正
一
四
年
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新しい替唄

曳
き
山
翠
亭
に

り
ん
と
し
て

つ
る
す
屋
台
の
ぺ
に
灯
し

「

春

祭

」

か
ほ
と
、
ぎ
す

春
も
は
や
暮
れ
て
は
白
き
卯
の
花
に

二
社
の
渡
御
の
厳
か
に

昭
和
八
年
東
下
町
）

心
も
知
ら
で
一

声
は
は
ん
に
ま
あ

「
卯
の
花
」

待
ち
明
し
た
る

（
昭
和
七
年

（
元
唄
「
五
月
雨
」

男
日
和
の
五
月
晴
れ

久
し
き
君
が
訪
れ
を

露
こ
そ
た
え
に
色
香
添
え
に
し
眺
め
や

絵
巻
の
そ
れ
を
さ
な
が
ら
に
う
つ
す

東
上
町
）

い
づ
地
へ
行
く

朧
に
か
す
む
月
の
花
そ
の
下
か
げ
に
人
知
れ
ず

「
花
の
か
げ
」

（
元
唄
「
夏
は
蛍
」

昭
和
七
年
東
下
町
）

屋台囃子の太鼓

谷
川
の

思
ひ
の
た
け
を
な
が
／
＼
と

「藤

の
花
」

か

水
に
香
う
つ
す
藤
の
花

（昭
和
七
年

西
上
町
）

さ
へ
も

更
へ
衣
峯
に
の
こ
ん
の
白
雪
や

烈
の

み

な

美

く

し

く

「
春
惜
む
」

の
松
ヶ
枝
や

（
元
唄
「
秋
草
」

花
の
あ
と
訪
ふ
睦
ま
じ
さ

咲
き
も
残
ら
ず
ち
り
も
せ
で

も
の
や
思
へ
と
深
き
夜
の伶

人
達
や
鉾
の
列 ほ

ん
に
名
残
の

鳴
く
音
も
老
へ
て

か
ら
む
ゑ
に
し

春
じ
ゃ
ぞ
ヘ

昭
和
六
年
東
下
町
）

誰
に
か
つ
げ
ん
玉
章
を

設
む
麓
の
胡
蝶
で

か
く
す
た
も
と
の

た
ち
ば
な
に
ふ
れ
し
匂
ひ
を
忍
ば
せ
て
月
に
小
櫛
の
あ
だ
姿

今
宵
逢
ふ
人

つ
、
ま
し
や
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花
の
香
り
に
あ
か
り
を
消
し
て
お
ば
し
ま
に
粋
な
音
／
の
三
下
り
そ
れ
さ
い

「
花
の
香
」

（元
唄
「
我
が
も
の
」
昭
和
一

0
年

東

下

町
）

庵

重
ね
て
見
て
も
一
人
居
は
賢
も
心
も
乱
れ
が
ち

丸
窓
の
若
葉
に
そ
よ
ぐ
春
の
雨
今
し
別
れ
し
淋
し
さ
よ

唄

「
春
の
雨
」

（昭
和

一
0
年

西

下

町
）

栄
を

水
も
た
た
へ
て
の
ど
か
な
り

御
空
に
高
き
鯉
の
ぽ
り
郡
も
都
も
お
し
な
べ
て

大工町の庵屋台

「

鯉

織

」

（
元
唄
「
川
竹
」

昭
和
九
年
東
下
町
）

げ
な

や
る
せ
も
な
く
て
読
み
返
す

梢
を
交
わ
す
鶯
の

晴
れ
わ
た
る

寿
ぎ
奉
ら
ん
葦
原
の

声
も
老
せ
ぬ
花
の
色

竹
の
園
生
の
弥

二
つ
三
つ
四
つ
盃
を

春
の
名
残
り
を
遠
山
か
け
て
乱
れ
そ
め
に
し
薄
か
す
み
と
け
し
も
す
そ
の
移
り

「

行

春

」

（昭
和

九

年

西

上

町

）

か
し
く
と
結
ぶ
筆
の
あ
と

青
柳
の
な
び
く
風
情
や
軒
の
雨

つ
ば
め
は
ぬ
れ
て
む
つ
ま
じ
く
菜
ふ
す
が
た
の
し
ほ
ら
し
や

今
宵
逢
ふ
と
の
玉
章
も

だ
れ
が
ち
な
る
露
の
玉

つ

ば

n

「
乙

鳥

」

（
昭
和
八
年

束
上
町

月
の
お
ぽ
ろ
に
つ
い
さ
そ
は
れ
て
軒
端
に
い
づ
る
し
の
ぶ
草
あ
さ
き
緑
の
し
た
、
り
に
ア
レ
袖
ぬ
ら
す
そ
よ
風
や
み

「
忍
ぶ
草
」

（
昭
和
八
年
西
上
町
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新しい替唄

「

杜

若

」

（
昭
和
―
二
年
大
工
町
）

鳴
い
て
く
れ
て
か

ほ
と
、
ぎ
す

若
葉
を
通
す
宵
や
み
の

風
も
す
が
し
き
肌
ざ
わ
り
花
の
匂
ひ
か

夢
の
香
の

も
つ
れ
／
＼
て

も
の
う
き
わ
し
に

「

子

規

」

（
元
唄
「
空
ほ
の
」

昭
和
l

二
年
西
下
町
）

と
け
て
流
れ
な
が
れ
る
の
ど
け
さ
に

水
も
ぬ
る
み
て

春
は
絵
と
な
る

何
や
ら
の
花
が
い
と
ほ
し
く
れ
な
い
に
も
え
て
み
ど
り
の
葉
が
く
れ
を
鳥
の
さ
え
づ
り
夢
う
つ
、

山
の
梢
に
霞
が

「
↓
ゴ
え
勺
E
」

（
元
唄
「
書
き
送
る
」

昭
和
―
二
年
東
下
町
）

う
と
て
ふ
り
袖
の
京
染
鹿
の
子
の
品
さ
だ
め
嗚
た
つ
み
の
風
が
吹
く
わ
い
な

さ
ほ
姫
の

か
け
し
衣
か
東
山

渡
に
ま
が
ふ
白
絹
を

古
き
ゆ
か
り
の
手
を
こ
め
て
君
に
着
せ

「
機
ど
こ
ろ
」

（
元
唄
「
一
声
」

綾
な
す
唄
の
機
ど
こ
ろ

昭
和
―
一
年
東
下
町
）

丹 酒
の
香
の

ま
だ
醒
め
や
ら
ぬ
床
の
う
ち

う
つ
つ
に
聴
く
は
春
雨
か

濡
れ
羽
の
愛
の
匂
ひ
か
も
活
け
て
ゆ
か
し
き
花
牡

「

牡

丹

」

（
昭
和
―
一
年
西
上
町

う
つ
る
封
じ
の
紙
結
ぴ

ま
つ
や
朧
の
月
ば
か
り

あ
き
て
寝
も
や
ら
ず

（
元
唄
「
薄
墨
」

夕
ぐ
れ
の
色
移
り
す
る
雪
の
あ
し

湯
浴
み
の
あ
と
の
す
が
し
き
は
黄
楊
の
お
櫛
に
く
る
／
＼
と
洗
ひ
し
髪
の
手
か
ゞ
み
に

「

洗

髪

」

昭
和
―
一
年
西
上
町
）

春
に
は
そ
む
く
か
り
が
音
の
消
の
あ
め
か
ハ
ラ
／
＼
＇と
ぬ
れ
て
は
づ
か
し
枕
紙
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の
う
た
ふ
心
を
誰
か
し
ろ

ま
ぶ
の
た
よ
り
か

そ
と
く
ち
つ
き
て

帯
に
秘
め
し
結
び
文
抱
い
て
て
し
め
た
る
思
ひ
か
も

庵

「
忍
ぶ
恋
」

（
昭
和
九
年
西
上
町

添
ふ
花
と
残
る
唄

っ
た
ふ
も
ゆ
か
し
か
は
よ
草

唄

八
ッ
橋
の

清
き
流
れ
の
燕
子
花

誰
が
言
ひ
初
め
し
ゆ
か
り
色
ゆ
か
り
な
つ
か
し
業
平
の
冠
狩
衣
香
に
染
め
て
身
に

「
燕
子
花
」

（
昭
和
九
年
大
工
町
）

恋
の
浮
世
か
ア
レ
う
き
草
よ
風
に
吹
か
れ
て
定
め
な
く
逢
ふ
て
は
も
つ
れ
も
つ
れ
て
は
さ
、
や
く
波
に
や
つ
す
花

「

浮

草

」

野
村
満
花
城
(
-
八
八
八
ー
一
九
六
八
）

歌
を
東
へ
業
平
の

渡
ら
む
八
っ
橋
の

昭
和
一
三
年
、

雲
井
こ
ひ
し
き
初
冠

昭
和
八
年
大
工
町
）

田
島
城
月
子
は
四
三
オ
で
不
帰
の
人
と
な
っ
た
が
、

そ
の
歌
詞
は
そ

台屋庵

町
、
四
五
年
と
五
二
年
に
出
丸
町
、
「
鯉
織
」
は
二
八
年

・
三
五
年
、
「
花
の
か
げ
」
は
三

の町上
七
年
、
「
春
祭
」
は
四
二
年
に
東
下
町
が
用
い
て
い
る
。

西

の
後
も
た
び
た
び
使
わ
れ
て
い
る
。
「
春
惜
む
」
は
、
昭
和
二
五
年

・
四
五
年
に
東
下
町
、

四
八
年
に
出
丸
町
が
唄
っ
て
い
る
。
ま
た
「
橘
」
は
二
七
年
・
三
八
年

・
四
一
年
に
東
下

詠
み
す
て
｀
・

（
元
唄
「
薄
墨
」

千
代
や
八
千
代
と
舞
姫

か
ほ
よ
花
と
は
誰
が
名
づ
け
し

裳
に
残
る
摂
紫
ゆ
か
り
の
色
の
杜
若
思
ひ
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れ
た
い
ろ

に
く
ら
し
や

い
ろ
は
ゆ
か
り
の
か
き
つ
ば
た
水
に
う
つ
り
て
業
平
い
ほ
り

か
よ
ひ
か
よ
ふ
て

か
ほ
よ
ぐ
さ

「
か
き
つ
ば
た
」

昭
和
二
二
年
大
工
町
）

に

笑

む

瞳

て

つ
か
れ
て
よ
る
お
ば
し
ま
に
人
目
を
さ
け
て

黄

金

白

銀

雲

砂

子

誰

が

筆

に

な

る

舞

扇

心
づ
く
し
の
歌
添
へ
て
舞
ふ

「舞

扇」

（
元
唄
「
嘘
と
ま
こ
と
」
昭
和
一
五
年
大
工
町

く
し
の
は
に
あ
は
れ
な
つ
か
し
花
の
ひ
と
ひ
ら

行
く
春
の

し
づ
か
に
洗
ふ
黒
髪
の
若
さ
を
す
け
ば

「

惜

春

」

し
の
び
路
の

「
片
栗
の
花
」

（
元
唄
「
宇
治
」

（
昭
和
―
二
年

思
ひ
み
だ
る
、
花
吹
雪

（
元
唄
「
宇
治
」

う
わ
さ
す
る
よ
の

西
上
町
）

葉
の
仲
じ
ゃ
も
の

二
葉
々
々
の
す
い
た
同
士
咲
い
て
う
れ
し
き
花
じ
ゃ
も
の

昭
和
―
二
年

ア
レ
ア
レ
ア
レ

じ
っ
と
見
る

そ
う
ぢ
ゃ
／
＼
／
＼

扇
の
う
た

そ
う
ぢ
ゃ
よ

よ
，般

：じt

5
“
>
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そ
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ミ
―
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g
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五
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i
糾
か
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↑
'
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ホ
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五
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六
9
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i
五
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9
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ンハ

と
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チ
‘
ぶィiー

ぶ
9
ン

一
乙
↑
え
t
ご
て
一
る
、
翌
↓
ー
ぇ

一
｀

；
：
人
Y

五
K
B
―ー

9

に
ぇ
ぷ
呂

と
＇
と
ュ

{―
―
二

六
そ
＿
そ
＾

1
-
ら
、
V
-

ひ
め
す
ど
り

若
葉
し
た
、
る
山
々
に
生
ひ
て
ゆ
か
し
き
片
栗
草
よ
色
も
ゆ
か
り
の
沿
紫

羽
根
も
ゆ
か
し
き
ぬ

東
上
町
）

ゆ
る
ぞ
い

懐
か
し
き
ち
か
く
草
の
月

心
も
身
を
も
は
れ
／
＼
と
照
し
て
嬉
し

「
草
の
月
」

（
昭
和
―
一
年
西
上
町
）

二
人
づ
れ

屋台囃子の楽譜

願

も

つ

い

に

見
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第七章 庵 唄

ま
り
ア
レ
六
も
、
の
よ
い
よ
い
年
よ

天
の
み
い
く
さ

「
軍
国
ノ
春
」

う
ぶ
す
な
の

「
日
支
事
変
」

ひ
ろ
野
く
ま
な
く

「
橋
畔
相
聞
」

橋
の
た
も
と
の

（
昭
和
八
年

（
昭
和
―
二
年

恋
つ
じ
う
ら
よ

（
昭
和
一
五
年

み
ち
び
き
て

「

7
應
烏
」

ほ
ん
に
み
じ
か
き
夏
の
夜
や

い
ざ
人
＼
‘
た
、
え
む
よ
い
や
サ
ア

い
さ
を
し
立
て
し
八
胞
烏
そ
の
ふ
る
ご
と
も

い
ま
に
し
て
あ
ほ
げ
ば
遠
し

二
つ

東
下
町
）

な
び
き
伏
し

朝
日
て
り
そ
ひ

あ
ふ
て
う
れ
し
き
五
月
闇

蛍
と
ぶ
間
の

た
ま
ゆ
ら
も

惜
し
き
名
残
の
仮
ま
く
ら

出
丸
町
）

灯
と
も
し
ご
ろ
の
さ
ん
ざ
め
き
ホ
ン
ニ
な
つ
か
し
き
は
や
し
よ
ナ
ァ
ー

桐
の
花

か
ほ
り
ゆ
か
し
き
む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
の
色
に
匂
ひ
ぬ
る
恋
も
祭
が
と
り
も
ち
よ
思
い
は
そ
れ
も
か
ざ
り
山

「
祭
の
恋
」

出
丸
町
）

ま
れ
は

北
満
の

い
や
高
き

南
ク
リ
ー
ク
さ
し
渡
す
謎
の
都
の
上
海
も

（
昭
和
七
年
出
丸
町
）

も
り
と
き
ほ
ひ
あ
ふ
立
野
が
は
ら
の
つ
、
の
を
と

宮
の
か
よ
い
路
花
さ
か
り

（
昭
和
七
年
西
上
町
）

洲
崎
天
辻
(
-
八
九
0
|

―
九
六
三
）

昇
る
朝
日
の
旗
の
下

匂
へ
る
な
か
に
ど
ん
と
ひ
ゞ
く
は
つ
は
も
の
か

国
の
ほ

国
の
ま
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新しい替唄

て

「

春

祭

」

肩
に
袋
を
槌
を
手
に
福
寿
に
満
つ
る
御
像
は

出
丸
町
）

東
下
町
）

足
並
を
ホ
ン
に
そ
ろ
え
て
源
爽
と

干
文
を
と
は
に
を
さ
む
る
新
し
き
お
き
て
布
か
れ
て
今
よ
り
は
男
を
み
な
が

世
界
の
あ
ゆ
み
に

（
昭
和
二
二
年
出
丸
町
）

り
上
げ
て
よ
い
／
＼
／
＼
／
＼

っ
た
は
ば
や

空
は
青
空

若
者
の
胸
張
る
如
き
勢
ひ
を

五

月

晴

久

方

振

り

に

お

祭

り

の

ア

レ

庵

唄

声

張

（
昭
和
ニ
―
年
出
丸
町
）

て

た
け
き
み
け
し
き

つ
け
つ
ぎ
て
今
ぞ
輝
く
新
東
亜
築
く
力
は
日
の
本
の
う
ち
と
に
き
ほ
ひ

宇
陀
の
高
幾
に

「
八
紘
一
宇
」

「
新
東
亜
」

う
ち
て
し
や
ま
む

た
の
も
し
や

鴨
わ
な
張
り
て

「
五
月
晴
」

「
新
憲
法
」

「
福
寿
山
」

出
来
の
よ
さ

う
ち
ふ
せ
て

（
元
唄
「
雪
巴
」

（
元
唄
「
夕
暮
」

も
の
み
な
っ
、
む

昭
和
二
三
年

昭
和
二
三
年

手
を
と
り
て

作
者
き
ほ
ひ
て
「
後
の
世
に
直
す
人
こ
そ
可
笑
し
け
れ
」
大
黒
様
の
さ

久
米
の
や
か
ら
と
お
ほ
ら
か
に
う
た
ひ
ま
し
け
む

（
昭
和
一
五
年
東
上
町
）

下
を
ば
宇
と
な
す
遠
き
ひ
じ
り
の
み
を
し
へ
は

い
ま
ぞ
み
の
り
て
新
亜
細
亜

ま
つ
ろ
は
ぬ
あ
だ
は
み
な
が
ら

（
昭
和
一
五
年
出
丸
町
）

椰
子
の
実
熟
る
、

す
め
ら
ぎ
の

遠
き
御
祖
の

は
て
ま
で
も
日
の
丸
の
旗
は
た
め
き
て
あ
め
が
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第七章

＜
袖
に
初
蛍
わ
し
ゃ
照
ら
さ
れ
て
ゐ
る
わ
い
な

片
恋
の
辛
い
思
ひ
を
無
理
な
酒

帰
ら
ぬ
鳥
の
一
声
を

更
け
て
待
つ
身
の
酔
さ
め
て
た
だ
有
明
の
月
ば
か
り

か
た
し

庵

「

初

蛍

」

（
元
唄
「
秋
の
夜
」

昭
和
二
三
年
西
下
町
）

こ
ぽ
れ
て
末
は
池
川
の
水
に
と
け
ゆ
く
山
吹
の

む
ら
さ
き
の

鐘
も
聞
え
ぬ

春
の
暮

色
ゆ
た
か
な
る

唄

路
に
の
こ
る
す
み
れ
草

都
久
波
禰
の

夫
婦
の
滝
に
し
を
ら
し
や
山

「紫」

西
下
町
）

高
城
石
南
(
-
九
―
ニ
ー
一
九
六
一
）

尾 冊

ふ
え
て
ゆ
く

太
平
洋
戦
争
が
終
っ
て
、

昭
和
ニ
―
年
か
ら
曳
山
祭
が
復
活
し
、
庵
唄
も
再
開
さ

短

れ
た
。
そ
の
後
の
替
唄
は
、
満
花
城
、

の

作
っ
て
い
る
。

唄

（
元
唄
「
薄
墨
」

天
辻
の
は
か
に
高
城
石
南
、
笹
井
城
華
子
が

昭
和
二
二
年

ば
た
の
し
い
年
々
に
あ
れ
た
く
ま
し
い

若
も
の
連
が

町
は
隣
の
村
々
へ

が

ゆ
ら
ゆ
ら
わ
た
る
よ

「
大
城
端
誕
生
」

こ
ん
じ
き
に

（
元
唄
「
夏
は
蛍
」

昭
和
二
七
年

日
に
は
え
て

ゆ
く
春
の
な
ご
り
つ
き
せ
ぬ
神
明
道
花
に
ま
さ
れ
る

村
か
ら
町
と
お
た
が
い
に

出
丸
町
）

葉
ざ
く
ら
の

青
葉
か
く
れ
に

よ
い
（
（
（

き
ら
き
ら
ト
ウ

手
を
握
り
た
る
新
世
帯

息
ヘ
*
f
 

ア
レ
お
み
こ
し
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新しい替唄

て
娼
し
い
仲
じ
ゃ
ぞ
え

露
草
や
ほ
こ
ろ
び
そ
む
る
夏
の
夜
に
思
い
を
主
に
黄
楊
の
櫛

心
残
し
て
忍
ん
で
待
て
ば
何
時
か
情
が
世
に
出
て
濡
れ

「

露

草

」

（
昭
和
三
二
年
出
丸
町
）

レ
あ
の
蝶
が
恋
仲
立
ち
て
よ
い
／
＼
｀

よ

い

（

よ
い
や
さ
ァ

春
ハ
か
す
み
の
花
曇
に
吹
き
く
る
風
に
そ
よ
／
＼
と
惚
れ
す
ご
し
た
る
糸
柳
結
す
べ
ば
顔
に
ひ
ら
／
＼
、
と
ア

「春

ハ
霧
」

東
下
町
）

色
が
競
ふ
恋
の
よ
く

あ
や
＂

菖
蒲
浴
衣
は
よ
い
晴
ぎ
ぬ
よ
背
に
し
っ
ぽ
り
伊
達
模
様

い
つ
ま
で
も
着
け
て
な
が
め
て

「
菖
蒲
浴
衣
」

出
丸
町
）

て
濡
れ
て
嬉
し
い

若
草
や
ほ
こ
ろ
ぴ
染
む
る
春
の
野
に

浮
名
流
し
て
気
儘
に
の
び
て
何
時
か
花
実
が

「

若

草

」

東
下
町
）

水
に
と
け
ゆ
く
明
け
の
鐘
春
を
惜
し
み
て
暗
く
水
鶏

む
ら
さ
き
の

色
ゆ
た
か
な
る
都
久
波
禰
の
山
ほ
と
、
ぎ
す
朝
月
夜
山
路
に
残
る
す
み
れ
草

「

惜

春

」

、

（
元
唄
「
薄
墨
」

笹
井
城
華
子
(
-
八
九
三
ー
一
九
七
二
）

（
昭
和
三

0
年

仲
じ
ゃ
ぞ
え

（
昭
和
三

0
年

（
昭
和
三
一
年

緑
も
恋
の
深
見
草

主
の
た
め
な
ら

昭
和
三
五
年
西
下
町
）

い
る
心

咲
き
出
で

J
ぽ
れ
て
末
は
池
川
の
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第七章

ツ
三
ツ
四
ツ
飛
ぶ
蛍

目
に
青
葉
水
に
浮
藻
の
花
白
き
ま
つ
り
の
頃
の
た
そ
が
れ
に
月
を
待
つ
間
の
池
川
や
瀬
音
涼
し
く
鳴
く
か
わ
ず

庵

（
昭
和
六
年
西
上
町
作
者
不
明
）

ぐ
む

つ
ら
い
浮
世
じ
ゃ
な
い
か
い
な

唄

沖
の
瀬
に
月
は
今
宵
も
影
さ
せ
ど
と
ゞ
＜
瀬
の
な
い

わ
が
想
ひ
仇
し
仇
波
か
へ
し
て
寄
せ
て

「

仇

波

」

西
上
町
）

「
短
か
夜
」
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。

青
い
ぢ
ゃ
な
い
か
い
な

春
は
の
ど
か
に
鳥
の
声

恋

ゆ

え

に

主

に

思

ひ

を

あ

こ

が

れ

て

睛

に

帰

る

は

と

、

ぎ

す

ま

だ

口

「
春
は
の
ど
か
に
」

東
下
町
）

は
な
い
か
い
な

主
に
雲
井
に
春
が
す
み
手
鞠
が
恋
の
仲
立
ち
ゃ

ね
む
る
埠
鳥
さ
て
う
ら
や
ま
し
い
で

「
主
は
雲
井
」

奉
祝
皇
太
子
御
成
婚
「
呉

「
ま
つ
り
の
頃
」

千
代
八
千
代

（
元
唄
「
雪
巴
」

（
元
唄
「
雪
巴
」

粋
な
浮
世
を

そ
の
ほ
か
、
昭
和
二
三
年
に
西
上
町
が
、
三
三
年
に
西
下
町
が
高
橋
掬
太
郎
の
「
仇
波
」
、
二
五
年
に
出
丸
町
が
故
都
山
喜
治
の

（
元
唄
「
萩
桔
梗
」

昭
和
四

0
年

昭
和
二
三
年

昭
和
三
四
年
出
丸
町
）

ほ
ん
に
縁
起
な
こ
と
じ
ゃ
い
な

呉
竹
の
契
り
は
か
た
き

番
い
離
れ
ぬ
お
し
ど
り
の
仲
に
さ
す
月
す
や
／
＼
と
情
に
ひ
か
れ
て
袖
し
ぽ
る

竹」

（
元
唄
「
川
竹
」

昭
和
三
四
年

鶴
と
亀
と
の

三
つ
蒲
団

夢
み
る
ひ
ま
も
涙

東
下
町
）
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〔庵唄年表）

大 明

正 治
年

四 四 四 四 四 四
四 五 四

゜
九 八 七 ー/‘ 五

棗

II I 
後 青 t•示一 小 嵐 田

I I 
春 諫

累 督 ； を 鼓

魯 朝 柳 風 局 山 呼
？ ？ ？ ？ ？ ？ ふ,. 共

和

会

粋

I I 
忠 山 影 水 胡 四 花

I I 
夢春 四 松

士 臣 人 こ の 時 ＜ の 季

の 蔵 形 園 蝶 の ら 舞祭 の
夏 ？ ろ 詠 ペ 花 声

ムヱ

橘

／ I 
＝冗初 ＾浮 ＾京 計！ 初 天 悶

I I 
観 櫓 冠

に
唄夏
元世 冗の 艦 ＾太

ふ 唄を 唄四 唄の 夏 橋 の 式 五鼓
れ

打 梅 仇季 夕 合 月 友
ち i 一余

し ー所 な 梅照 場
水
贔の
笑 の 所

に 顧 春 会

i` 尽

I I 
悶 夏 か 桜 夏 観

I I 
国 プu 声じ‘‘

み の ざ の 兵 の
の 色 夜 す 鯛 夜 式 花 公

君 ？ 扇 友
は
？ 

会

五

I I 
詫 悶 越 色 晩 初 初

I I 
あ 花 宝

月 闊 田 の よ ばば
ま の

女 J I I 魯 せ 春 だ 化

？ ？ 
竹

？ ？ れ 粧 槌

里
？ や に

作
？ ？ 

会

社

I I 
夏 冨 卯 四 田 束 平

I I 
ー、世 布

頭 の 士 の 方 風 和 有の
袋

松 夜 の ＾花 の 植 吹 克 川中
？ ？ 雪 i其に 海 ？ か 服 土を 同

？ 石 ？ ば ..,_作四 ？ • 志
作 ？ 

｀ 
• -• 

会

曳昭 諒 日 日
備

悶；
喝9各 飾露

闇 戦 り戦
争 山争・

靡
で の
中 み

考
御 止

庵

唄

年

表
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第七章庵 唄

昭 大

和 正

四 五 四

゜
九 八 七 ノ‘ 五

愚き 恋 玉卯 香 時 小 九 裾 近
ぬ

I 
し の 雨 贋 重 野 江

痴〈 〈川花 水 声 降 の の 八

る け 誉 景

の ？ て ？ 

？ 

辻 百 鶴 武 短 薄 田

I 
の 蔵 か 植 人

君 柳 声 巣 野 夜 盛 戻 寝

籠 ？ ？ の
？ 

J I I 八

I 
忍宇 尉〗 薄 悶 昔 軒簾 ＾竹 酒 ＾磯 ＾鏡 ＾我

幡 ふ： お 元石 計：
元の 元の 元武

竹 鐘 恋治 な玉 墨 の 男 燕ろ 唄吾友 唄松 唄前 唄維

路 い＾ 庭 し 唄 武 葛
門楊

と田 て
葛 の

て植戻
の 累 蔵 の

晶葉 野 葉

玉

I 
＾若 春 桐惜 初 す 織 蛍 織 若 四
花み の み 季

I I I のど 春 雨春 夏 田 姫 ？ 姫 京 の

負り
の ？ ？ 故

里 郷

り ？ 

頂 花 辻 ＾橘 泣 萩 落 ＾恋 ＾＾短
＾臭

浦 恋 忍

ね

I 
冗＾ ＜ 闊 ＾ち ＾石の 元都か の の

扇 筏 君
唄符 ?. 元櫛 元嗜村糸

唄山夜 桐子 ＾眺 ＾流 恋
唄 萩喜 花成

『
竹れ

萩作 ち

塁 託 腐芯
里

桔梗— 秋卒一作 作

武

I 
わ 短 雪 暁 初 明 初 浦 悠

蔵 が 夜
見=・ 息

の
望野 も 巴 夏 夏 春

の 夏 ？ ？ ？ 田基
は ？ 植の

蛍 ？ 

諒

闇
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〔庵唄年表〕

昭
和

八 七 ノ‘ 五 四

゜
九 八 七 ノ'‘ 五

書

I I 
＾子 洗 春 空 薄 は 萩仇 桐

I I I 
き 元規 ＾髪 の ほ・ と 桔な の
送 唄＾ 元＾ 雨 の 墨 と 梗は

雨
る 空城 唄城 城 ぎ

ぽ月
薄墨— 作月 月

す 燕

のり 作

I I 
悶

I 
宇片 恐 ＾ー•各 香 乙 卯 う 鵜

I I 
＾栗 色気の 烏 の た 飼

亜 治満の 痴 な玉 水 花 た し

天
花花

し‘
城つ

城 寝 て

靡 月ば
辻 と 作め 月
作 て 作

I I I 且iI I 
杜 粋 燕辻 薄浮 夕 行 夏脊
若 な ＾子 草 は

＾と 浮 声 満花君 坐＾ 春 春 蛍柳
満誠 城 世 花

満
花

月 城 花

靡 作 作
城
作

I I I 
は

I I 
惜 牡卒 鶴 行 忍 忍 藤 軍 ま 阜

と 春 丹＾の の 春＾ぶ 4; の 国 つ ＾の
満 一~ 満月 声 ＾満恋 草 花＾の り 卒露i. 
且

城花 ＾天春 の の花
月城

城 城辻 頃 葉

靡 作作 月 月作 に
作 作—

I I 
八

I I 
元̂-,.,. Uえ 機 ＾花 鯉 ＾春 ＾花 春 五

I 賃
＾ど

冗の
＾織 元祭 元の ＾惜 月雷函 元＾こ 唄香 冗＾ 唄＾ 唄＾か 元む 雨

唄城ろ 我＾ 唄城 五城 夏城げ 唄＾天 き月

げ送也 晶 川月 月月 は月
城

辻 秋月
作 る 声ー の作 竹也 雨—作 蛍也 互作

I I 
八

I I 
橋 春 五 更 祭 日 駒 柑

I 
紘 畔

負 月 け の 支 下 き

＾相 雨 て 恋 云饗 駄 送
天宇 天聞 あ

天
る

辻 辻 ふ 辻
作 作 夜

辻
作

作

飾 飾 飾 皇 飾 日
り り り 紀 り

飾閾山 山 山 山
の の の 一ノ‘ の り争
み み み

゜
み 山

゜
の

年 み
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第七章庵 唄

昭
和

゜
九 八 七 /． ‘ 五 四 ＝ 

゜
九

宇 海 重 浅 空 鴛 浅 書 ー、初 紫 空

I I 
治 象 ね ＜ は ＜ き 元蛍 ほ

声 茶 扇 と の 梵 と 送 唄＾ 元石 の
も も る 秋石 唄靡

の南 薄 —
夜也 墨

香 忍 わ 五 鶴 更 辻 田 短 田

I I 
ぶ が 月 の け 植 か 植

水 恋 も 雨 声 巣 て 君 戻 夜 声 も
路 の 籠 あ り ど

ふ り
夜

空 逢 水 玉 薄 玉 JII 門 薄 八 か宇 忍

I I 
ほ ふ の の 幡 ＾き ふ：

の て 儡 JII 墨 JII 竹 青 墨 鐘 満つ治 恋
別 柳 花ば 路
れ 城た
て 作

話 打 萩 空 打 忍 J I I 
元^  i 仇 書 薄

I I 
し 闊 ほ ふ： ＾声 き
ら 水 の 水 恋 蚊は 竹 声 唄波 送 墨
け 路

悶
萩太

る
て

闘

花 春 粛 行 l l I 鯉 ＾橘 五

＾ 霜

頂 福 花 ＾五

I I ノ^‘ の 元＾ 月 ね ＾寿 元月
筏 城酋， 春 竹＾ぽ 唄城 雨 元む 扇 元山 筏 唄晴
華 城り 萩月 唄＾ 唄＾ 夏 天^

孟
月 炉

城 天

作
秋月 雪 辻 は辻

作 草作 巴作 蛍作
ヽ—

巧呈 玉 菖 花 夕 大夏 玉 ＾＾短 わ 春 新 五

I I 
草 ＾蒲 城は 元都か が ＾祭 憲 月

塁
JII 
塁嬰 筏

暮 ＾端蛍 JII 唄山夜 も 冗＾ 法 雨
天町 萩喜 の 唄天

天
子 辻誕

桔梗りi台 夕辻子
作 作生

辻
作 森り 作

飾 飾

り り
山 山
の の
み み
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〔庵唄年表〕

昭

四 四 四 四 四 四 四
和

/‘ 五 四

゜
九 八 七 ノ．‘ 五 四

空 夕 重 海 薄 夕 烹 空 ふ 五

＾塁

夕 ＾ 沖
ほ ね 魯 ほ で 月 ` 悶瀬t 

の 森 扇 声 墨 暮 と の の 雨 元＾ 暮
も 笠 唄石

試旦閂 作波

薄 忍 話 空 ほ 禾臼 薄 忍 話 ほ 禾臼 話 薄 ほ
ふ； し ほ と ぶ し と し と

墨 恋 ら の 水 掛 恋 ら ヽ 水 ら 墨
路 け ぎ 路 け ;• け

; 9 

て す て て

宇 薄 玉 夕 逢 打 草 辰 重 ぅ 書 夕 打 夕
治 1 の ね っ き
茶 墨 J I l 暮 て 水 露 巳 扇 り 送 立 水 立

別 香 る
れ
て

夕 打 み 辰 夕 明 梅 さ 白 空 草 う 辰 頂
れ け 雨 ぴ 扇 ほ の つ ね

暮 水 ん 巳 立 の の 鮎 の の 葉 り 巳 扇
雀 月 に 香

＾ 花 春 花 宇 ＾春 ＾橘 春 玉 ＾ 橘 .―̀  花頂 鯉 呉 春
元 の＾惜 治 元祭 冗＾ ＾＾ は 冗＾ 元 の ね ，ー、 の＾竹
唄＾か 元む 筏 茶 唄＾ 唄城 元菜のJ I I 唄城 唄＾ か 扇 元＾ ぽ 元＾ 風
夏城 げ 唄＾ 五城 萩月 唄ど 萩月 夏城げ 唄城り 唄城城 華
は月

魯は
月月 炉 子か 炉は月 川月 川子

蛍也 雨色 喜四 蛍色 ぃ竹ー＇ 也 竹作

春 ＾橘 五 l i I 夕 花 か 夏 春 宇 花 春 主 五
冗＾ 月 哀 は ＾惜 治

＾＾ は 月風 唄城 雨 竹 暮 筏 蛍 元む 茶 筏 風 元城雲 雨
萩月 唄＾ 唄華井

炉 秋贄 雪子

草̀‘作
巴色
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明

I 治

一 五 四Iヽ
年 年 年

院棚岡 倉平和 大浜谷
瀬 谷野 塁 屋
屋見田部 屋屋 屋屋

重
吉彦左作忠長 作右新 西

彦市助朔
兵衛兵 次衛
衛門衛 郎門平

小松瀬院 角梅島 八猪
塚谷

竹島屋見 屋屋 屋屋

八 伝 喜庄 又文
下

右衛三次
太郎蔵 贔吉門郎平

直 直

＊ 
西
下
町

東
上 稽
町
稽 古
古
番番
記
録 記

録

昭
和

五 五 五 四 四 四

゜
九 八 七

夕 海 書 重 i? 宇

象き ね
治

暮 送 扇 と 茶
る も

薄 忍 話 空 ほ 香
ぷ しほ と

墨 恋 ら の ヽ 水
路 け ;• 
て

辰 書 忍 空 夏
き ふ； は は

巳 送 声 賞 の 蛍
る

シ シ

五 五人
町

貫 貫当
文 文り

忍 宇 夏 や 草 玉
ふ： 治 は り の

賃 茶 蛍 さ ＾葉
JII 

ぴ 草に
の

晩＾谷＾ 丸^糸屋糸
五五 田十十 ― 9各

月月 屋ー屋日 岡文
六五 弥日ー ―'勝

与日五日 右一善 五左 東
平ー一 衛兵 郎衛
次平 門衛 吉門

＾ ーー 、 ・一 、 j: 山了 細宮
五五五 久
月月月 屋二 ＾子rら

九 八藤七 理日 日 千 上
荒日志日右日 右ー仁一 JII 
ーー衛ー 衛兵 ？ 
木津門 門衛 ｀ 

直

春 頂 五 花 JII 春
ね 月 ＾＾は

風 扇 雨 筏 竹 元城の
唄華ど
子か

喜色に

＾橘 l l l 宇 夏

＾魯

頂

元＾ 治 は ね
唄城 竹 茶 蛍 元む 扇

萩 月 唄城^

尉作 秋月

草ヽヽ作

シ

二五
町

五貫
銭文
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〔稽古番記録〕

明
治

五 四

゜
九 八 七

年 年 年 年 年 年 年 年 年

小平直川巻 金金 小北 田田 保船 伊松 松石 松院
竹田 辺 村中 高見 動 井

田 丸田 柴崎 東田 島屋 田

魯太吉 清 宗嘉 伝左 磯右
平 平

左左 右甚 伝茂 嘉新 左左 安太 栄 栄右 右次
衛衛衛 衛 九 兵 衛衛 衛衛 衛 衛
門門門 門六 郎平 衛七 門門 門門 郎助 造門 門平

笹松 平山 繁 増高 上大 本山 本島 和高 院谷 岩倉 大
田

徳屋 口井品 村 崎 山田 野瀬 田橋 瀬

恥 久 三茂 文

賢 左甚 庄甚 林吉 右右 善伝 又大 右要
衛 衛 太三 衛衛 衛

衛贔 門六 門六 郎郎 蔵助 門門 吉助 助市 門蔵

直 直 直 直 直 直 直
シ シ シ シ シ シ シ
金 金 金 金 金 金 金

円 円 円 円 円 円 円
五

゜銭
岩小 大都 荒干 翡 亀池 浅＾米＾ 日＾宮＾ 小＾米＾ 浅＾田＾浅＾l l | + + 野十十 原十原九 五五五
崎原 岡山 木 田田 野一原日 三永二 次日 日 野月川月野月

久 小勝 日ー 平日 日 五ー平ー ＋十九
彦コ 利喜 文左 右左 芽伊 喜一金 右ー八ー 右右 茂一宗日喜日

衛 衛衛 兵
衛門 吉郎
衛衛 日ー一

助ト ．助良〖 平門 門門 平衛 八蔵 門門 平ー平平

田藤 日原 宮 小吉 宮栗 岡＾池＾ 堀＾村＾ 矢＾福＾
井 野 山 + + + + 五五
村 岡 柴村 岡 田三田二 井二田一 部月田月

宗胃
平 新 日 日 日 日 + + 
右甚 宇 喜 伊右 久ー藤一 万ー源ー 甚三平二

次衛 衛 平 三衛 四三 日次日
郎門 門蔽 平 次 郎門 平七 郎郎 助一郎一

酒直 酒直 直 直 ＇ノ藤｀ 
シ シ シ シ

夕井

金 金 金 金 公？
全

升円 升円 円 円 円二

五 五 ーア

゜゚ 話̀ -' 銭 銭
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明
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一 五 四

゜
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年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

北橋保高 松山本島 山平浅 山堂川 山佐松 伊沼院 富小 高石
不 不 竹

永楊 田本 本瀬野 村前合 村竹島 東田田 景 県 井 桑崎

庄セ伝左
茂 気 気 八

栄理右 文理森 栄政幸 重善伝 安伊次 ノ ノ 彦右 喜新
衛 ー衛 次之

太郎吉作 太郎郎次治
太 夕 夕 衛 太兵

蔵イ門 蔵郎門 郎八助 郎吉平 メ メ 市門 郎衛
山 山

金田 開谷 柴松 浜荒 丸中 大船 棚増 井岸
中 見 庵 庵
田 ロ 田井 屋井 J l | J l | 杉 '‘ '‘ 田山 ロ

贔 安 磯 出 出
大 閏菊 雙 八甚 佐右 ス ス 忠庄 作加

衛 三五 太衛 卜 卜 市
平門 楼市 郎郎 郎郎 助蔵 郎門 イ イ 助蔵 蔵郎

ヘ ヘ
直 直 直 直 直 直 ド ド
シ シ シ シ シ シ モ モ
金 金 金 金 金 金

経 経
円 円 円 円 円 円 代 竹

旦
節
滅

ノ ノ
夕 夕

浅栗宮 村宮 高千 米
田山 米荒 岩北 メ メ 浅田 細藤

山 JII 

目
原 稽 稽 井

井岡 井岡 田 川本 木 崎林 古 古 野川 JII 
新 久 箕

平 番 番 藤
清右宇 弥伊 与左 宗善 右文 喜権 ノ‘ ノ‘ 他久 三右
衛兵 衛

二

丘‘’‘ 衛 一次 廃 廃 八太 衛
面面 ツ

助門衛 作門
キ
衛吉 門平 郎郎 ス ス 郎郎 吉門

小高 田 米浅
曳
伊野 宮米 浅吉 藤 千大

山
藤 田

柴島 原 原野
セ

村 永原 野村 井 田原
ズ
勝 理

喜藤 弥 消喜 庵 左小 八久 茂又 平 与右
平 衛 吉次 兵 平衛
次蔵 面 郎八 ノ‘

門平 郎郎 平衛 蔵 次門
出

直 直 直
シ 酒直 酒直 酒直 酒直
夕

シ シ シ
ガ

シ シ シ シ
金 金 金 稽 金 金 金 金

円 円 円
古
升円 升円 升円 升円

番
ナ
シ
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〔稽古番記録〕

明
治

八 七
-』-・

五 四

゜
九 八 七ノ‘

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

野田松 種吉石 田斉安 桜堀伊 高岸石 松小大 吉北矢
日 日 経 村 四 中 崎
叩呈各 碕9各 村村島 部田崎 喜

藤谷 井川東 月 越 桑 島竹井 崎崎部

悶戦 宗左弥文
鉄 新

争 定与栄 与金庄太 滅 健理卯 五 道 喜太加右衛 又由喜 の新栄
次三 ノ 衛太 之吉一 日 開 十次一
郎郎作 作蔵郎 夕 門郎蔵 介三郎 大 通 郎市門 郎郎郎 い七郎

曳 曳 メ 火
山 山 米北 棚坂 息 広山 山金 田福 田笹 平川
ナ ナ 大

゜
辺

シ シ 沢市 田永 番 瀬本 名田 工 月 代原 中井 野
ナ 町 マ 清

喜吉 七卯 シ 外宗 外卯 山 デ 忠佐 正閲 長左
太 次一 次五 蔵 延 太 太衛
門郎 郎郎 郎郎 郎郎 焼 期 作郎 造衛 郎門

夫 ス
酒寵 酒直 酒直 直 ）レ 直 直 直
シ シ シ シ 曳 モ シ シ シ
金 金 金 金 山

ヽ

金 金 金
ナ 凶

升円 升円 升円 円 シ 作 円 円 円
、一 、

コ
ン
ヵ

村浅 浅福 田荒 村干 虫 小大 大都 長井
•一』

田 谷
井野 野原 川木 田田 二 松原 岡山 川口

ツ 理
茂辰 宇作 久文 庄文 キ 喜右 利喜 次作
太次 次 太 一太 曳 三衛

面郎郎郎 八郎 郎平 郎郎 山 郎門 吉蔵
ナ

宮小 米米 土和 渡浅 シ 松岩 小日 原池
原 本 野

岡柴 原 山田 辺野 倉 原 田
平 恥 平

伊喜 右久 重安 清喜 惣左 甚藤
三平 衛次 次之 丘’’‘ 衛一 衛 太
郎次 門郎 郎助 衛平 門郎 市門 蔵郎

直 直 直 直 酒直 酒直
シ シ シ シ シ シ
金 金 金 削• • 金 金

年
円 円 円 通 升円 升円

リ

゜ ゜゜銭 銭 銭
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大 明

正 治
四 四 四 四 四 四

四 五 四

゜
九

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

上俵小 田松笹 北田松 宮松増 市塚大 増池宮 野岡田 保今今
四 昨 中 田

野竹 月 年 島井 永尻田 永島山 村井 山田岡 村村中 高村井

七
嘉左又精

小
庄米文 月 久初栄 利伝善 甚右善 次栄宇 仁理為 仁弥他
次 日 衛十 太五 衛次 三次三 四三次 三八
蔵郎治 昭

゜
門郎一 郎郎蔵 作郎蔵 作門郎 郎郎郎 郎郎郎 作郎郎

； 日相本 ヨ 松大 伊藤 山船 谷沢 細山 桜山 巻川
リ 見 那

川折 后 諒 田井 束田 本 口田 川下 井下 田辺
崩 闇

理円岩友 御 二 市常 茫 彗 与藤 秀消 甚庄
次 二 ツ 次次 ー衛 八次 次 五
郎吉 ツ キ 郎郎 郎助 郎門 郎郎 郎郎 孝郎 郎三

キ 曳
直 曳 山 直 直 寵 直 直 直 酒直

シ 山 ナ シ シ シ シ シ シ シ
金 ナ シ 金 金 金 金 金 金 金
シ

円 円 円 円 円 円 円 升円
五 五 五 五 五

且 且 ゜゜且銭 銭

西篠 米浅 池荒 高高 芳千 倉小 斉金 伊松
藤

川井 原野 田木 畑正 里原 谷柴 藤村 田
勝

卯外 久宇 藤文 多甚 富次 文喜 ハ伊 左市

誌 次 太 太 ツ 衛次
郎八 郎平 吉郎 義吉 造郎 工左 門郎

嚢米
荒米 小岩 徳丸 大梅 宮荒 伊長 千米

田 木原 柴崎 氷、右山 岡本 岡木 藤田 川原
又
左佐 友平 コ彦 太岩 利与 幸文 巳竹 久清
衛一 八 次 之次 太一
門郎 吉郎 卜助 郎松 郎郎 郎平 助郎 郎郎
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大
正

゜
九 八 七 Iヽ 五

年 年 年 年 年 年 年 年 年

池増野 今野山
伊藤田美i農 山松本米

桜浅松 最住能大田 沢石大 斉金堀 神米堂
崎

田山村 井村本 尻谷 村田 井野島 崎原 田井 藤田川 沢沢前
勝 伝 清理 新

辰正理 他定三 左五次 久右幸 与吉直 右治右 常右喜 弥卯理 銀文和
八次 衛 三 太衛次 次 衛衛 次衛一 太一吉

二郎郎 郎郎治 門郎郎 郎門郎 郎次治 門吉門 郎門郎 郎郎三 行造郎

大山山 桶石和 吉松健 高木西池 中長山 和高 広増 荒安 広米
谷

井下下 師崎田 田井名 川田 島川口 田桑 田山 木谷 田沢
小

善次清 竹庄太 は金常 左市長 米喜左 吉み 与き 作文 与安
次次 次太一 次 衛太 次 ー 太な 次 太
郎作郎 郎郎郎 る二郎 門松郎 郎六郎 郎ほ 丞 ＜ 郎蔵 丞郎

直 直 直 直 直 直 直 直 直
シ シ シ シ シ シ シ シ シ
金 金 金 金 金 金 金 金 金
五 五 五 五 五
円 円 円 円 円 円 円 円 円

岸荒米 米荒杉 桑高米千 池徳高梅 松千小大 村庄高小 浅米和 荒荒 浅宮

沢木原 原木本 田川 田永畑本 原原柴岡 田田沢野 野原田 木木 野岡
文

喜清文 栄文 右佐み 栄他多や 弥次常理 外作次栄長次 辰次一清安之
文清 喜伊

八 衛一つ 次八 三 次三
平面郎作蔵 蔵平磯 門郎ひ 郎郎吉を 郎吉郎郎 吉郎吉郎 郎郎助 平作

永浅米 松浅和 村浅宮 荒荒岩 中村倉宮 伊竹田本 米浅野 岸米 杉村
本 藤

井野原 野田 井野岡 木木崎 田田谷岡 林川折 原野村 沢原 本井
伝 勝

他宇平 右辰竺茂喜伊 文友安太 徳庄文幸 左嘉久利 平宇小 喜文 奏衛次 太 三 一 次 衛太 — 丘ノ‘ 八
吉八郎 門郎助 郎平郎 平吉郎 蔵郎蔵郎 門市郎蔵 郎八衛 郎蔵 磯郎

直 直 直 直 直 直
シ シ シ シ シ シ
金 金 金 金 金 金

円 円 円 円 円 円
五 五 五

゜゜゜ ゜゜銭 銭 銭 銭 銭
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年 年 年

今野美 山松桜 沢金北
濃

井村谷 村島井 田田島

他定謙 久直与 常卯源
八次 太次 次一
郎郎治 郎治郎 郎郎作

松神野 吉腱西 浅最高

島沢村 田名川 野住桑

直銀理 与常佐 吉勝み
二太 太な

治行郎 作郎郎 次郎ほ

酒直 酒直 直
シ シ シ
金 含 金

五
升円 升円 円

昭
和

゜
九

年 年 年

大本笹 本中佐 山増石

井折井 谷島竹 下山崎

常次よ作兵 金米辰 次庄庄
次一 三太

郎ね衛 助郎郎 作郎郎

城石杉 船増市 高藤大

端尾井 見山村 田田井

病佐理 貞善甚 知助善
太吉 次次
院郎郎 良蔵作 雄郎郎

酒直 酒直 酒直
シ シ シ
金 金 金

升円 升円 升円

＊
西
下
町
稽
古
番
記
録

昭 大
和 正

五 四 五 四
年 年 年 年 年 年

和能増 本西山 安荒堀 大伊笹 増船谷
ー酎凩・ 見

田崎山 谷川本 谷木川 闇 井束井 山口
二 磯

吉治き 初佐憲 文オ理 ツ 常笑作 善右浦
太 太太 吉 キ 次兵 衛
郎吉の 郎郎孝 蔵治三 曳 郎郎衛 蔵門万

山
宮明竹 窪岩米 米堂広 ナ 松荒本 藤市松

田崎太田
シ 林

本瀬内 沢前田 木折 田村田
郎 清

次清清 ナ右二 文正与 左良友 助甚栄
衛 衛之 次

士ロ士ロ士ロ ツ門郎 造一巫 門助吉 郎作蔵

直 直 直 直 直
シ シ シ シ シ
金 金 金 金 金
五 五 五 五 五
円 円 円 円 円

宮中大 山上岸 菊村古 干岩宮 伊野山
地

岡田岡 本坂 田野 原崎岡 藤村下
伊

周徳理 甚ま佐 右外才 次順伊 巳小消

郎蔵郎
太 衛ー 之兵

吉す郎 門吉郎 吉二郎 助衛之

高岩田 倉徳有 金千梅 伊杉北 竹宮村

畑崎川 谷永川 村川本 藤井林 林岡田

多彦五 常他辰 伊みや 久き喜 嘉宇庄
八次 つ

蔵ぬ郎
平一

吉助平 蔵郎郎 佐いを 市次郎
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〔稽古番記録〕

昭
和

゜
九 八 七 I＇ ヽ 五 四

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

松川今島沢 島沢竹 米巻相 堀伊荒
太 太 太 日 日 日

島向井田 霜平 孟 田原 ょ争
原田地 ょょ争 川束木は直幸英辰作 戦 戦 辰作伊 文理善 争 理安良

争 争 争
一蔵面 蔵郎太

吉太之
治作三一蔵 三郎助

野美濃西1建最 酒今今 山本十 堂安米

村谷川名住 井井井 本谷二 前谷沢

貞謙佐常勝 文政英 憲初銀 正文文
太次盃 之 太

男治郎郎 助ー＝ 孝郎行 一蔵造

直 直 直 直
シ シ シ シ
金 金 金 金

゜
円 円 円

円
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